


TS-950シリーズをお買いあげいただきまし

YK目107Cを標準装備してい

はじめに

このたびは、 HFトランシーパー
でありがとうございました。

TS-950SDXは、 DSP,S0-2, YK-88C-l, YG-455C-l, 
ます。
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キーボード（RM-1)

7ピンコネクター

背面コネクター位置表示銘板

通信機国内営業所・サービス所在地一覧表

保証書

取扱説明書

回路図集

MENUキーによるコマンド表示一覧表

プラグを背面パネルのKEYBOARDジャックに挿入して使用します。

・背面コネクタ一位置表示銘板は、上側ケースの見やすい箇所にお貼りください0

・ブロックダイヤグラム、回路図は回路図集をご覧ください。

・キーボードは、

アフターサービスのご依頼時などのために保管しておいてくださ※ダンボール箱などは、移動の時や、

しユ。
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1 .ご使用の前に・・・必ずお読みください。
火災、感電やけがを防ぐために、以下の注意事項をお守りください。

1.直射日光の当たる場所や、熱器具の近くに置か 6.金属類や燃えやすいものを通風穴などから入れ

ないでください。 ないでください。

2.花瓶など、水の入った容器を置かないでくださ 7.濡れた手で電源プラグに触れないでください。

l<ENWooo 

。

3.風通しの悪い所に置かないでください。 8.電源コードを抜き差しするときは、必ず電源プ

ラグ、を持って行ってください。

9.煙が出たり変な臭いがするときは、すぐに電源

プラグをコンセントから抜いて販売店または

サービスセンターへご連絡ください。

4.ほこりや湿気の多い所に置かないでください。

10.クリーニングのご注意

①お手入れの際は、電源プラグをコンセント

から抜いてください。

②シンナーやベンジンなどで拭かないでくだ

さし迫。

③汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗剤

をご使用ください。

5.ケースやパネルを外さないでください。
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設置および接続 ｜ 

前脚の引き出し方

前脚を高くしてセットを斜めにすることが

できます。前脚を左に回して引くと足が伸

びますので、そのまま右に回すとロック

されます。前脚を縮めるときは左に回して

押し込んでから右に回すとロックされま

す。
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前脚の引き出し方

勺ち ①半回車E左へ

「吟②…。
③半回転右へ回す。

（足の出た状態で口 yクされます）

【前面パネル】

ヘッドホン

前面パネル

POWERスイッチカヲOFF、RECI SENDス
イッチがREC（且）になっていることを確か
めた後に、 AC電源コードを接続してくだ
さい。

PHONESジャック

4～160のヘッドホンが使用できます。ス
テレオ用のヘッドホンを使用してくださ
い。モノラル用を｛吏用するとメインまた

はサブの片方だけとなります。

PHONESジャックにヘッドホンプラグを
差し込むとスピーカから音がでなくなり

ます。

MICコネクタ

SSB,FM,AMの各モードで運用する場合
は、 2500～6000のマイクロフォンを接続
します。マイクロフォンには、 DSPの性；
能を発揮できる、 MC・90（別売）のご使用を
お薦めします。
その他に、 MC-43S,MC 60/S8,MC-80, 
MC 85（すべて別売）があります。



設置および接続 ｜ 

アンテナについて

トランシーパーの性能は、使用するアンテ
ナにより、大きく左右されます。本機の性
能を十分に発揮させるためには、正しく調
整された良いアンテナを使用することが大
切です。

アンテナは500系の同軸ケーブルで接続し
てください。また、同軸ケーブルとアン
テナのインピーダンスマッチングをと
り、アンテナ給電部でSWR=l.5以下でご
使用ください。

SWRが極端に悪い場合、本機の保護回路が
動作し送信出力が低下したり、電波障害の
原因にもなります。

接地

感電事故などを未然に防ぐためにも、良好
なアースをとってくださしユ。アース棒i、
銅板などを地中に埋め、太い線でできるか
ぎり短くセットのGND端子に接続してくだ
さい。

』 2王意

ガス管、配電用のコンジットパイプ、プラス

チック製水道管などには、絶対に接続しないで

くださしユ。

KEY BOARD端子

付属のキーボードを接続してください。

ご注意

火災、感電、人体への傷害、または機器への

損傷に対する保護のために避雷器をご使用くだ

さし、

外部スビーカー

外部スピーカーを接続する場合、 80のス
ピーカーをご使用ください。

電鍵

ナン

iνネ面北問

SP-950 

出！！iii四四回目iiiiiiii剛iii!Hiii!!lllli
iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 

i u，曙削T

｜ ご注意
IF OUT(2）端子にインピーダ

ンス！OOkQ以下、または

PHONE PACH OUT(2）端子

にJOkQ以下の負荷を接ぐと、

AF出力が低下することがあ

ります。

パップァ等を付力目してハイイ

ンピーダンスで受けるように
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I 設置および接続 ｜ 

IJニアアンプ

リニアアンプに付属のケープルを使用して

下図のように接続します。

運用にあたっては、背面パネルのLINEAR
AMPスイッチをONにします。

TS-950SDX 

圃セッ卜の後方より見た
REMOTE（リモート）コネクタの結線図

コントロー
ルリレー R 

T スタンハイ端子

（この端子をアース

3｝←ーするとi差f言になります。）

外部ALC入力 外部コントロール
（送信時約＋ 13.SVDCが
出ます。最大IOmA)

TL 922 

黒
三
赤

AC LINE 

RF OUTPUT 

ご注意

TL-922のPOWERスイッチカヨOFFになっている
ことを確認してから、 ACコードを接続してくだ
さい。

ステーションモニター（SM・230)

SM-230に付属のコードで接続します。
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・7ピンコネクタの結線図
コード側から見た図

SM 230 
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設置および接続 ｜ 

外部スピーカと音声出力

外部スピーカを使用してメインとサブの音

声出力を分離することができます。

分離の方法は、 MENUキーで行います。
（ケ52ページ、 MENUキーの操作とつまみ類）

MENUキーの操作
1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号06を選
びます。サブ周波数表示部に現在の設定状態
が表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで設定値を変更します。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。

設定値とスピー力出力

設定値 内蔵スピーカ 外部スピーカ

OFF メインとサブ メインとサブ

1 サプと（メイン） メインと（サブ）

2 サプ メイン

ご注意

1.表中の（メイン）（サブ）は、 OFFのときにくらべ小
さな音量で出力されます。
音量を大きくしたいときは、メインまたはサブ
のAFつまみを時計方向に回します。
2.設定値を1（中間分離）または2（完全分離）にします
と、内蔵スピーカから各キー操作時のビープ音
は出なくなります。

背面ACC2コネクタの接続

データ通信用の入出力端子です。 RTTYの
運用、パケット通信の運用等のとき接続し

ます。

背面パネルから晃たACC2コネクタ一端子配置図

•ACC2コネクタの端子接続表

書言 端子名 用途

1 SANO 受信出力がSUBAFつまみ
（サブ受信 に関係なく一定レペlレで出
のオーディ 力されます。出力電圧：大
オ出力） 入力受信時において4.7kn

終端で300mV以上

2 NC 無配線

3 MANO 受信出力がAFつまみに関係
（メイン受 なく一定レベルで出力され
信のオー ます。出力電圧：大入力受
ディオ出 信時において4.7kn終端で
力） 300mV以上

4 GND アース（オーディオ出力の
シールド線のGNDを接続し
ます）

5 PSQ パケット通信用TNCのスケ
ルチコントロール端子で
す。この端子を接続します
と、スケルチが聞いている
問、パケットの送信はでき
ません。

6 アナログS S9入力時、約2VDCです。
メーター用 入力抵抗の低いメーターを
電圧出力端 接続するとデジタノレSメー
子 ターの指示が変化すること

があります。

7 NC 無配線

8 GND アース

9 PKS ターミナノレ専用のスタンパ
イ端子です。この端子から
スタンノfイすると、マイク
ロホン入力は自動的にオフ
になり、送信になります。

10 NC 無配線

11 PKD ターミナノレからのオーディ
オ信号入力端子です。
20mV (lkHz）の信号で動作
します。

12 GND アース（オーディオ入力の
シールド線のGNDを接続し
ます）

13 ss 通常のスタンパイ端子で
す。アースしますと、送信
になります。

ACCZ用接続プラグ（別売）（部品番号・E07-1351司05）をご希望
の方は、最寄りのサービスセンターまたは営業所にお問い
合わせください。
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ディスフ。レー表示 ｜ 
⑫⑭⑫⑬⑬⑮⑫  

？－ ？？？？？？？？？引？IIい一一
L. J. 1 .L . L I .I. JI人L--1.L J -! 

ト印日付制凹榊吋富富ほz?,o ?,o 8 8. 三量三 8. 8.畠8.8. 8. 8.一一⑫
」一一川

① メーター

5 I I I I I 
1 3 5 7 9 20 40 6回 B

← 上段
POWER 

S"R ロ0ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロヨロロロロロロロ ι－ Fキ唱匡＂＇
COMP 1 !.I 210 3 20 O<コd
－一白押ーー四 ALC P ーーーーーーー目
ロ3ロロロロロ口ロロロロ巴DOロロロロロロロロロロロロロロD 4ー

IC O 2 4 6 8 IO A ' r且

・上段
受信時は信号強度（シグナル・メーター）を表示し

ます。
送信時はPOWER（パワーメーター）になります。
ピークホールド表示にすることもできます。（ケ

53ページ、 MENUNo.00) 

・中段
METERスイッチでSWRまたは COMPを選ぶこ
とで、送信時に選んだ方を表示します。

・下段
METERスイッチで ALCまたはICを選ぶ、こと
で、送信時に選んだ方を表示します。

受信中はサブの信号強度（シグナル・メーター）を

表示します。
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ご注意

1. 無信号時にSメーターが1～2目盛り点灯
する場合がありますが故障ではありま

せん。
2.サブ受信のときは下段のメータがSメー
ターとなり信号強度を表示します。

3.サブのSメータはメインで強い信号を受
信すると、表示が変化することがありま

す。

4. ALCメーターがALCの範囲を超えると
送信帯域が広がる恐れがありますので、

ALCゾーン内での使用をお薦めします。

② フィルター表示

fuJOEJ 
[?_JI]仁巴
庄司[?_JI]
E田口E
02D口E

選択されているフィル

ターを表示します。

オプション用のフィル

ター表示は、そのオプ

ションが組み込まれてい

ない場合は表示せずス

キップします。

表示

③アナログスケール
周波数表示に対応した値を示します。電源投入時

の機能設定によりフルスケールを、 1MHzか
lOOkHz表示に切り換えられます。
(D'54ページ、 MENUNo.75) 

④ F.LOCK 

F.LOCKスイッチがONのとき点灯します。

⑤ DATA（データ）
DATAモードおよびFSKモードが選択されたとき
点灯します。

⑥PRGcプログラム）
区間指定メモリーチャンネル動作時に点灯しま

す。

⑦SCAN（スキャン）
SCAN中に点灯します。

⑧M.SCRcメモリースクロール）

M.INキーを押したとき点灯します。

⑨メイン周波数

VFOまたはメモリーチャンネルの周波数を表示し
ます。
lOHzの桁は消すことができます。（D'54ページ、
MENU No.74) 

RIT/XIT表示

RlT XIT 
ー

o:o o:o 
= fJo !l t:_d k H Z 

⑩ RIT表示
RITスイッチがONのとき点灯します。



テやイスプレー表示 ｜ 
⑩SUB 

サブの受信がONのときに点灯します。

⑧TONE＜トーン）表示

FMモードでスプリット動作（メモリーチャンネル
のとき）のときに点灯します。

⑫ SPLIT＜スプリツ卜）表示

SPLIT動作時に点灯します。

⑧TF-W(TFワツチ）表示

TF-W動作時に点灯します。

⑬XIT表示
XITスイッチがONのとき点灯します。

⑫RIT/XIT可変幅表示
送受信周波数の変化幅をlOHzの桁まで表示しま
す。マイナス側にセットしたときは、ーの表示を
します。スキャン重力イ乍E寺は、スキャンスピードを
表示します。

⑬＊（アスタリスク）表示

FINEスイッチがONのとき点灯します。

⑧ TX（送信）周波数表示
1送信周波数またはメモリーチャンネルの周波数
を表示します。
2. MENUキーの操作時はメニュー項目を表示しま
す。

メモリー表示

M. Cfl 

。fJJ
日 e;,.a.

⑧サブ周波数表示

1.サブの受信周波数、またはサブトーン周波数を
表示します。
2. MENUキーの操作時は設定内容を表示します。
3. DRS（デジタノレレコーディングシステム）の操作
時は録音または再生の状態を表示します。

インジケーター

⑭M.CH 
メモリーチャンネル動作時に点灯します。

⑮メモリーチャンネル番号
メモリーチャンネノレの番号を表示します。

⑬・
表示中のメモリーチャンネルがメモリースキャン
時には飛び越されるとき点灯します（メモリーチャ
ンネル・ロックアウト）。
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sue VFO表示

⑧SUBインジケーター
SUBキーがONのとき、 M/Sキーでサブ運用を選択
すると点灯します。

⑫ AIPインジケーター
AIPスイッチがONのとき点灯します。

⑫AT TUNEインジケーター

アンテナチューナーがチューニング中は点灯し、

チユ｝ニングが終了すると消えます。

⑫ON AIRインジケーター

送信中は点灯します。

⑫ ⑮ ⑮ TF-lr' 

W
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a

ou
内
乱

Aが選択された

SPLIT 

⑫くA>
FUNCTIONのAキーにより、 VFO
とき点灯します。

⑬くB>

d囚b
4 回p
d 回 P
SUB 
TONE 
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FUNCTIONのBキーにより、 VFOBが選択された
とき点灯します。

⑬くM>
メモリーチャンネノレが選択されたとき点灯し、動
作メモリーを示します。



I SSBの運用

回VOX/MANスイッチ
vox運用をするときに使用しま
す。（P目68)

2 ATTスイッチ
受信入力を6,12, 18dBと減衰させ

ることができます。（P.75)

3 AGCスイッチ
SLOWの位置にします。（P.75)

回THRU/AUTOスイッチ
オートアンテナチューナーを使用

するときはAUTO（且）にします。

(P.56) 

固OFF/ATTUNEスイッチ
押すとオートアンテナチューナー

が動作を開始します。（P.56)

固AIPスイッチ
ONにすると強い信号による妨害に

効果があります。（P.76)

園PROC（プロセッサー）
スイッチ／つまみ
スピーチプロセッサーを動作させ

ます。（P.15,67)
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団NB（ノイズプランカー）
スイッチ／つまみ
NBl：パルス性ノイズが除去され

ます。

NB2：幅の広いパルス性ノイズが

除去されます。（P.72)

5 METERキー
送信時のメーターの機能を切り換

えます。（P.64)

置FIL丁目キー
IFS.83/455フィルターの帯域を切り

換えます。（P.71)

直 MICつまみ
マイクゲインを調整します。（P.64)

圃PWRつまみ
送信出力を可変します。（P.64)

固FINEスイッチ
向調つまみのl回転をlkHz(lHzス

テップ）にして同調しやすくしま

す。（P目61)

回MODEキー
LSBまたはUSBを選択します。 2度

押すとデータモードとなります。

(P.64) 

圃 RIT/XITスイッチ／つまみ
RITまたはXITの周波数を可変で、き

ます。（P.73)

[9] SQL（スケルチ）つまみ
無信号時の受信ノイズを消したい

とき、時計方向にまわします。

(P目64)

圃 NOTCHスイッチ／つまみ
ビート等の混信を軽減させること

ができます。（P.72)

圃RFつまみ
通常は時計方向に回し切りにして

おきます。（P.76)

圃SLOPETUNE 
HIGH/LOWつまみ

IF周波数を変化させて混信を軽減

させることができます。

HIGH ；高音の混信を軽減します。

LOW：低音の混信を軽減します。

(P.14,67) 



I SSBの運用 ｜ 

受信

｜メイン｜

回 トランシーパーのPOWERスイッチ
をONにします。

ディスプレイパネルに周波数などが表示
されます。

図 AFつまみを回して音量を調整しま
す。

固 BANDキーで希望のバンドを選びま
す。

固 MODEをLSBキーまたはUSBキーで
合わせます。

MODEキーを押したとき、モードの最初
のl文字をモーノレス符号でスピーカーから
出力します（モードアナウンス機能）。
LSB(L) ・一
USB(U) 

通常7MHz帯以下ではLSB,10MHz帯以上
ではUSBを使用します。

lsssオートモード機能｜
本機は9.5MHzを境にしてLSBとUSBを自
動的に切り換える機能があります。
この機能は、電源ONによるMENUキーの操
作でOFFにもできます。
(0"55ページ MENUNo.71) 

lOkHz 9.5MHz 30MHz 

LSB I USB 

・9.500.00MHzはUSEにセットされます。
・サブ受信のときはサブ周波数も対象とな
ります。
・RIT/XITつまみで周波数を変えてもオー
トモード機能は動作しません。

固 同調つまみを回して周波数を合わせ
ます。

SSBモードではlOHzステップ（つまみ1回
転で約lOkHz）です。
FINEスイッチをONにすると同調つまみ
はlHzステップ（つまみ1回転で約lkHz）に
なり微調整しやすくなります。

l!ZJ 

M. CH/VFO CHつまみは周波数をlkHz
～lOkHz(lKHz単位）ステップで変更でき
ます。（0"55ページ MENUNo.64) 

このイ也1MHzUP/ DOWNスイッチや、
ENTキーとテンキーによる直接入力でも
周波数の変更はできます。

SUBキーを押すとサブの受信がON/OFFできま
す。

田 SUBキーを押します。

サブ周波数表示部に周波数が表示され、

サブの受信がONになります。

RX -SUBキーを押すと、メインの周波数
とサブ受信周波数が入れ替わります。

CLRキーを;j:EjlしなカヨらRX-SUBキーをt甲
しますと、サブ受信周波数はメインの周

波数と同じになります。

図 SUB AFつまみを回して音量を調整し
ます。

固 TX VFO/SUBつまみを回して周波数
を合わせます。

・サブ受信の操作

1. SUBキーがONのとき M/Sキーを押します。
SUBインジケーターが点灯して下記の操作がで
きます。

向調つまみ、 M.CH/VFOCHつまみ、テ
ンキーで周波数の変更ができます。ま
た、 MODEキー（クロスモード設定時）や
フィルターキーも操作できます。

2.もう一度M/Sキーを押します。
キー操作はメインに戻ります。（SUBインジケー
ターが消灯）

3. SUBキーを押します。
メインの受信操作になります。

13 



I SSBの運用

lsss SLOPE TUNE! 
IFフィルタの通過帯域の低い方または高い方を独
立に動かして混信を取り除くための機能です。
高音部に混信がある場合は、 HIGHつまみを反時
計方向に回します。音質的にはハイカットの音に
なります。
低音部に混信がある場合は、 LOWつまみを時計方
向に回します。音質的にはローカットの音になり
ます。

HIGHーか LOW

NOR .. Al NORMAL 

フィルター特性の選択

DSP内部にある群遅延特性のすぐれたFIRフィル
ターにより、最適のフィルター特性が得られま

す。この特性を変えることよって、混信を軽減す
ることができます。このフィルターは、 LPF（ロー
パスフィルター）600～6000Hz及び、中心周波数
2200HzのFSK用のBPF（バンドパスフィルター）を構成し
ています。

フィノレターの構成は下表のようになっています。
設定はMENUキーでおこないます。（白52ページ、
MENUキーの操作とつまみ類）

メニュー
機 4目hν芭 初期設定

番号

DSP内部にある SSB受信低域
18 カット用の、くし形フィノレ OFF 
ターをON/OFFできます。

DSP内部のFIRフィルターの
カットオフ周波数と BPF（パン
ドパスフィルター）の設定でき

19 
ます。

2800Hz 
BPF3/BPF2 /BPFl/ 600 / 800 / 
1000/1400/1800/2200/2400/ 
2600/2800/3000/3200/3500/ 
4000 I 4500 I 6000 

MENUキーの操作
1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号18、ま
たは19を選びます。サブ周波数表示部に現在
の設定状態が表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで希望の条件に設定しま
す。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。

14 

送信

回 マイクロホンをつなぎます。

図 トランシーパーの POWERスイッチ

をONにします。

ディスプレイパネルに周波数などが表示
されます。

固 AFつまみを回して音量を調整しま
す。

固 BANDキーで希望のバンドを選びま

す。

固 MODEをLSBキーまたはUSBキーで
合わせます。

MODEに関する詳細は受信ページをごら
んください。

固 同調つまみを回して送信したい周波数

に合わせ、しばらく受信して他の通

信に混信を与えないことを確かめま

す。

周波数設定に関する詳細は受信ページを
ご覧ください。

回 METERのALC/ICスイッチを押し、
メーター表示部にALCメーターを表

示させます。
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園 REC/ SENDスイッチをSENDにする
か、マイクロホンの PTTスイッチを

押します。

ON AIRインジケーターが点灯し送信状態
になります。 SメーターはPOWERメー
ターに変わります。

ご注意

あまり大きな声で話したり、マイクロホン
との距離が近すぎると、明りょう度が低下
したり、側波帯が広がる場合があります。
マイクロホンと口もとの間隔は約5cm｛立が
適当です。



SSBの運用 ｜ 
図マイクロホンに向かつて話します。話

しながらMICつまみを調整して、 ALC
メーターの振れがALCの範囲を超えな
いようにします。

PWRつまみで、送信出力の調整が出来ま
す。時計方向に回すと、送信出力は大き
くなります。

｜周波数特性の選択｜

デジタル処理PSN変調は、広帯域のSSB信号が得
られます。フィルターの構成は下表のようになっ
ています。

設定はMENUキーでおこないます。（0'52ページ、
MENUキーの操作とつまみ類）

メニュー
機 初期設定

番号

DSP内部のアナログHPF（ノ、ィ・パ
ス・フィルター）のカットオフ周波

20 数を設定して、送信音質の低 200Hz 
域を設定します。
OFF /100/200/300/ 400 

DSP内部のLPF（ロー・パス・フィル

ター）のカットオフ周波数を選択
21 して、送信音質の高域を設定し 2750Hz 
ます。
2600 I 2750 / 2900 / 3100 

MENUキーの操作
1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号20、ま
たは21を選びます。サブ周波数表示部に現在
の設定状態が表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで希望の条件に設定しま
す。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。

［スピーヂアロセイサー1
送信時の平均電力を上げる機能で、相手に対して
信号が弱いときには、了解度が上がります。

回 PROOプロセツサー）スイッチをONにしま
す。

図 METERのSWR/COMP（コンプレツション）ス

イッチを押し、メーター表示部に

COMPメーターを表示させます。
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国マイクロホンに向かつて話しながら、

PROOプロセツサーlINつまみを回します。

このつまみでトランシーパーへ入力さ

れる音声のコンプレツションレベルを

調整します。

コンプレツションレベルを上げすぎると
ひずみが増加します。 lOdB以内でご使用
になることをおすすめします。

回 ALCメーターが消えている場合は
METERのALC/ ICスイッチをt甲し、
ALCメーターを表示させます。

固マイクロホンに向かつて話しながら、

PROOプロセッサーlOUTつまみを回し、

ALCメーターがALCの範囲を超えない
ように調整します。

スピーチプロセッサーをONにしていると
きは、 ALC調整はMICつまみではなく
PROCOUTつまみで行います。

固もう一度PROCスイッチを押すと OFF

になります。
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I cwの運用

回VOX/MANスイッチ
ブレークイン運用をするときに使

用します。（P.21)

園 FULL/SEMIスイッチ
FULL（フルブレークイン）／SEMI（セミ

ブレークイン）の切り換えスイッチ

です。（P.21)

圏ATTスイッチ
受信入力を6,12, 18dBと減衰させ

ることができます。（P.75)

圃AGCスイッチ
通常はMIDまたはFASTにします。

(P.75) 

圃 KEYSPEEDつまみ
内蔵エレク卜口ニックキーヤーの

スピードを調整します。（P.67)

[§] NB（ノイズプランカー）
スイッチ／つまみ
NBl：パルス性ノイズが除去され

ます。

NB2：幅の広いパルス性ノイズが

除去されます。

(P.72) 

固 METERキー
送信時のメーターの機能を切り換

えます。（P.64)

回圏直 四
団圃司圏直司

圃FILTERキー
IFS.83/455フィルターの選択度を切

り換えます。（P.71)

圃MODEキ－
cwキーを押すたびにCW/CW-Rが
変わります。（P.64)

固NOTCHスイッチ／つまみ
ビー卜等の混信を軽減させること

ができます。（P.72)

回 RIT/XITスイッチ／つまみ
RITまたはXITの周波数を可変で、き

ます。（P.73)

固 園田園

回園

園 SQL（スケルチ）つまみ
無信号時の受信ノイズを消したい

とき、時計方向にまわします。

(P.64) 

固 PITCHキー
cwの受信トーンを好みのピッチに
設定できます。（P.18,67)

回 THRU/AUTOスイッチ
オートアンテナチューナーを使用

するときはAUTO（且）にします。

(P.56) 

固OFF/ATTUNEスイッチ
押すとオートアンテナチューナー

が動作を開始します。（P.56)

16 

圃AIPスイッチ
ONにすると強い信号による妨害に

効果があります。（P.76)

回PWRつまみ
送信出力を可変します。（P.64)

圃CARつまみ
キャリァレベルを調整します。

(P.67) 

圃IFVBTつまみ
IFの通過帯域幅を可変して混信を

軽減します。（P.18,67)

園AFVBT／スイッチつまみ
オーディオ周波数の通過帯域帽を

可変して信号を浮き上がらせるこ

とができます。（P.18,67)

圃 圃

その他
1. キーボードの使用につ
いて
付属のキーボードを背面パネ

ルのKEYBOARDジャックに

接続しますと、 PLAY/REC機

能によりcwメッセージキー
ヤーとして使用できます。 22

ページをお読みください。

2. ELECTRONIC KEYの使用
について
外部エレクトロニックキー

ヤーまたは電鍵及び、内臓エレ

クトロニックキーヤーの使用

にあたってはMENUキーで機

能の設定が必要です。 52ペー

ジをお読みください。



cwの運用 ｜ 

受信

｜メイン｜

回 トランシーパーのPOWERスイッチ
をONにします。

図 AFつまみを回して音量を調整しま
す。

固 BANDキーで希望のバンドを選ぴま
す。

固 cwキーを押してMODEを合わせま
す。

MODEキーを押したとき、モードの最初
の1文字Cをモールス符号でスピーカーか
ら出力します（モードアナウンス1議告白。

CW(C) 
CW(R) 

固 同調つまみを回して周波数を合わせ
ます。

[!zJ 

cwモードではlOHzステップ（つまみ1回
転で約lOkHz）です。
FINEスイッチをONにすると同調つまみ
はlHzステップ（つまみ1回転で約lkHz）に
なり微調整しやすくなります。

M. CH/VFO CHつまみは周波数をlkHz
～lOkHz(lkHz単位）ステップで変更できま
す。（CT55ページMENUNo.64) 

この他1MHzUP/ DOWNスイッチや、
ENTキーとテンキーによる直接入力でも
周波数の変更はできます。

SUBキーを押すとサブの受信がON/OFFできま
す。

回 SUBキーを押します。

サプ周波数表示部に周波数が表示され、

サブの受信がONになります。

RX -SUBキーを押すと、メインの周波数
とサブ受信周波数が入れ替わります。

CLRキーを押しながらRX-SUBキーを押
しますと、サブ受信周波数はメインの周
波数と同じになります。

図 SUB AFつまみを回して音量を調整し
ます。

圏 TX VFO/SUBつまみを回して周波数
を合わせます。

・サブ受信の操作

1. SUBキーがONのとき M/Sキーを押します。
SUBインジケーターが点灯して下記の操作がで
きます。

向調つまみ、 MCH/VFO CHつまみ、テ
ンキーで周波数の変更ができます。ま
た、 MODEキー（クロスモード設定時）や
フィルターキーも操作できます。

サブのcwナローフィルターは、 [ill]キー
で選択できます。

2.もう一度M/Sキーを押します。
キー操作はメインに戻ります。（SUBインジケー
ターが消灯）

3. SUBキーを押します。
メインの受信操作になります。

CW-Rモード

MODEがcwのとき再度cwキーを押すと、 CW-
R(CWリノてース）モードになります。

CW-Rモードは、 BFO（ピート周波数）をUSB側から
LSB側に切り替えます。

希望の信号と混信信号の周波数関係が反転します
ので、混信除去に効果があります。

また、同調つまみを回したときの受信音の変化
が、回転方向と一致するようになります。

BFO 

:J 
日FO

cw 一一＋ CW-R 
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I cwの運用

IF VBT 
IF Variable Bandwidth Tuner 

IFフィルタの合成通過帯域の中心周波数を変えず
に、通過帯域の幅を変化させて混信を除去させる
ものです。

通過帯域幅はIFVBTつまみを時計方向に回し切っ

たときが最大です。

反時計方向に回すとIFフィルタの通過帯域幅は連

続的に狭くなります。

一一ー一一ー－ 455kH，フィルタ一

一一ー一一一一 8 83MH，フィルタ

多
彰－1言

" '"'--%-""' 、II 1, 

一
… 
NハRROW NOAMfll 

8 83 MH，と 455kH，の岡市フィルタ 町通過客壊を等価

的に宝差させ 帯1哀惜告決くして、直官官号をl自l':Hすニ

ど力、てきます

IFVBTつまみの動き

AFVBT 

cw受信では、 AF周波数特性にピークを持たせ希
望する信号を浮き上がらせて混信を除去できま
す。

回 AFVBTスイッチをONにします。

図 AF VETつまみを回して希望のオー

18 

ディオ帯域に合わせます。

AF VBTの中心周波数は、 PITCHつまみ
に連動して変化します。
したがって、受信信号のトーンがピッチ
周波数と一致したときに、 AF出力は最大
になります。

希望謹

低周波信号のスへクトラム

IFVBTつまみの動き

ノイズ

（空間ノイスIF

ノイス’なと）

／ 

PITCH機能

cw受信中にPITCHつまみを回すと受信トー
ンを希望のピッチに設定できます。

周波数は400Hzから lOOOHzまで20Hzス
テップで変わります。

この周波数は、 MENUキーで確認できま
す。（0"53ページ MENUNo.01) 

MENUキーの操作
cwピッチ周波数の表示

1.乱1ENUキーを十甲します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号
01を選びます。サブ周波数表示部に
現在のPITCHつまみの位置に相当す
る周波数が表示されます。
3.もう一度MENUキーを押すとMENU
操作は終了します。

サイドトーンの周波数は、ピッチで設定
された周波数と同じ周波数になります。

ゼロイン

cw運用で相手局の電波と自局の発射する電波の
周波数を一致させることをゼロインと言います。

国 VOX/MANスイッチをMANにしま
す。

園 MONIスイッチをOFF（且）にします。

固 受信状態で電鍵を押しさげます。

スピーカーからサイドトーンが聞こえま

す。

サイドトーンの音量はセット内部のボ
リュームで変えることができます。（Cr82 
ページ、サイドトーンの音量調整）

固 同調つまみを回して、相手局の受信
ピッチがサイドトーン周波数と等し

くなるように合わせます。

ゼ、ロインは終了です。



cwの運用 ｜ 

cwモニター送信

本機は送信する信号、または内蔵発振器によるサ
イドトーンのどちらか一方をモニタ←できます。

MONIスイッチを ONにすると信号モニ
ター、 OFFにするとサイドトーン・モニ
ターになります。

MONIつまみを回すとモニター信号の音量

が変わります。

ご注意

信号モニターのとき（MONIスイッチON）、送信
中に同調つまみ、またはTXVFO/SUBつまみを
回すと、周波数の切り換え音が発生します。

-'-
J.L cwの立ち上がり、

ち下がり時間

本機は、波形の立ち上がり・立ち下がり特性をデジ
タルで整形しているため、良好な特性が得られま
す。
MENUキーで、 DSP内部のcwの立ち上がり・立ち
下がり時間（2/ 4 / 6 / 8mSec）を設定できます。（CT
52ページ MENUNo.22) 

送信の前にあらかじめキーヤーを選択し、接続し
ておきます。（次ページ参照）

回トランシーパーのPOWERスイッチを
ONにします。

ディスプレイパネルに周波数などが表示
されます。

図 AFつまみを回して音量を調整します。

固 BANDキーで希望のバンドを選びま
す。

固 cwキーを押して MODEを合わせま
す。

MODEに関する詳細は受信ページをごら
んください。

固同調つまみを回して周波数を合わせま

す。しばらく受信して他の通信に混信

を与えないことを確かめます。

周波数設定に関する詳細は受信ページを
ごらんください。

固 METERのALC/ ICキーを押し、メー

ター表示部にALCメーターを表示させ
ます。

MENUキーの操作
cw立ち上がり・立ち下がり時開設定

1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号22を選
びます。サブ周波数表示部に時間が表示され
ます。
3. UP/DOWNスイッチで設定値を変更します。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。

5 I I I I I I I I 
I 3 5 7 9 20 ,o 6田8
日日DOD口口口日日日日日日日日日日日D口DD日日日日日日日
0 10 50 !00 150 200 250W 

PO¥<IER I I I 』 ー...J...一一一ーム一一一一よ

SWR ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
I I.I 3 <Xコ
ーーーーーー－ ALC －－一一ーーー司
ロロロロロロ四国間四回目白田町田町田

ッチを SENDにしま国 REC/SENDスイ

す。

i/ 勺一
送信出力の

タイミング

キー動作の

タイミング

ON AIRインジケーターが点灯し送信状態
になります。 SメーターはPOWERメー
ターに変わります。
VOX/MANスイッチをvoxにしておくと
ブレークイン運用（CT21ページ）になり、
REC/SENDスイッチがRECでもキーをf甲
すと送信状態になります。

圏キーを押します。 CARつまみを調整し
て、 ALCメーターの振れがALCの範囲

を超えないようにします。

ご注意

時聞を8mSecに設定したときは、スタンパイの
タイミング上、フルブレークインには適しませ
ん。セミブレークインでご｛吏用ください。
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cwの運用 I 

キーヤーの選択

送信の前に背面のCWKEYジャックに電鍵・外部エ

レクトロニックキーヤーまたはマニュピレーター

を接続しておきます。

電鍵または

外部エレクトロニックキーヤー

電鍵またはエレクトロニックキーヤーを使用する

場合は図1のように接続します。

図1 プラグは市販の¢6.0（直径6.0mm）を使用してください。

「ー＋5V
接点、電流

約lmA

未使用 十

「ー＋5V
接点電流

または

約lmA

十

・外部エレクトロニックキーヤーを使用する場合
は、プラグの極性に注意してください。
・プラグから電鍵または外部エレクトロニツク
キーヤーまでの配線は、同軸ケーブルまたは
シールド線をご使用ください。

マニピュレーターと

内蔵エレクトロニツクキーヤー

マニピュレーターを接続して内蔵エレクトロニッ
クキーヤーを使用する場合は図2のように接続しま
す。
また、電鍵および外付けのエレクトロニックキー

ヤー（コンピータによるキーイング）を同時に接続
できます。（C.r84ページ）

図2 ステレオプラグは市販の¢6.0（直径6.0mm）を使用して
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ください。

+5V 

接点電流

約lmA

アース 長点 短点

+5V 

接点、電流

約lmA

田 内蔵のエレクトロニックキーヤーの
ON /OFFをMENUキーで設定しま
す。（Cr52ページ、 MENUキーの操作とつ

まみ類）

MENUキーの操作
内蔵エレクトロニツクキーヤーのON/OFF
1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号12を
選びます。サブ周波数表示部に内蔵エレク
トロニックキーヤーのON/OFFが表示され
ます。
3. UP/DOWNスイッチでONにします。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は
終了します。

図 スピードを調整します。

KEY SPEEDつまみを回して最適のキーイン

グスピードに合わせます。

内蔵エレクトロニックキーヤーの長点と短
点の比は、 KEYSPEEDつまみの位置で変わ
ります（オートウエイト）。

つまみ位置（キーイングスピード）と
長点と短点の比（ウエイト）

0～3 3～7 7～10 

1: 2.8 1: 3.0 1: 3.2 

ウエイトが1: 3.0の場合

始点スペース 長点 スペース

1 ・1 ・ 3
ご注意

1.オートウエイトコントロールは、 KEY
SPEEDつまみの3付近と7付近に変化点
があり、ヒステリシス特性を持っていま
す。このため、回しでも切り換わるまで
に多少時聞がかかります。
2.長点と短点の比はおおよその値です。

長点と短点の比をKEYSPEEDつまみの位置
に連動しないようにすることもにできま
す。設定はMENUキーでおこないます。

MENUキーの操作
オートウエイトのON/OFF

1.乱1ENUキーをt甲します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号13
を選びます。サブ周波数表示部にオート
ウエイトのON/OFFが表示されます。
3. UP/DOWNスイッチでOFFにします。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操
作は終了します。



cwの運用 ｜ 
オートウエイトの設定をOFFにした場合は
MENUキーで、マニュアルウエイトを設定
します。

MENUキーの操作
マニュアルウエイトのON/OFF

1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号15
を選びます。サブ周波数表示部に現在の
マニュアルウエイト値が表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで1:2.5～1: 4.0の
聞から選びます。
4.もう一度MENUキーを押すと MENU操
作は終了します。

国 キーイングのスピードを早くすると
きは、短点を基準にして長点が長く

なる設定（ノーマル：初期設定）、また

は短くなる設定（リノてース）の何れかを

選びます。

リパースの設定はMENUキーでおこないま
す。（G'52ページ、 MENUキーの操作とつま
み類）

MENUキーの操作
リパ、ースのON/OFF

1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュ一番号14
を選びます。サブ周波数表示部にリバー

スのON/OFFが表示されます。
3. UP/DOWNスイッチでONにします。
4.もう一度MENUキーを押すと MENU操
作は終了します。

長点と短点
KEY SPEEDのつまみ位置

の比 O～3 3～7 7～10 

リパース 1: 3.2 1: 3.0 1: 2.8 

ノーマル
1: 2.8 1: 3.0 1: 3.2 

（初期値）

バグキー

内蔵エレクトロニックキーヤーをパグキーと
して使用するときは、 MENUキーで設定をし
ます。 (G'52ページ、 MENUキーの操作と摘
まみ類）
「一一一一一

MENUキーの操作
内蔵エレクトロニックキーヤーをパグキー

にする（ON）／しない（OFF)
1.恥fENUキーをf甲します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号16
を選びます。サブ周波数表示部にパグ
キーのON/OFFが表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで、ONにします。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操
作は終了します。

セミブレークイン

REC/SENDスイッチを切り換えなくてもキーダウ
ンで送信状態にすることができます。送信状態に
なるタイミングはフルブレークインと同じです。

キーアップしでも一定時間は送信状態が保持され
ます。受信状態に戻るタイミングは、フルブレー

クインと異なります。

送信状態を保持する時間はDELAYつまみで調整で
きます。

回 VOX/MANスイッチをvoxにします。
園 FULL/SEMIスイッチを SEMIにしま
す。

フルブレークイン

REC/SENDスイッチを切り換えなくても、キー夕、
ウンで送信状態、キーアップするとただちに受信
状態に戻ります。従って、キーイング中のモール

ス符号のスペース時にも受信します。

ご注意

以下の場合は、セミブレークインで行ってくだ
さい。
1.送受信切り換えには10数msの時聞が必要で
す。キーイングスピードを速くすると、送受
信切り換え時間の限界に近づくためフルブ
レークインでは通信不能になります。
2.別売のフィノレターYK-88CN-lとYG-455CN-l
の組合せでは信号が狭帯域を通過するときの
遅延時間のためフルブレークインには適しま

せん。

回 VOX/MANスイッチをvoxにします。
図 FULL/SEMIスイッチを FULLにしま
す。

こ注意

lスプリット運用では送受信周波数の組み合わ
せによってはモニター音や受信音にクリック
音が聞こえることがあります。
2. 250Hz帯のcwナローフィルターはフィノレター
自身の遅延時間のためクリック音が聞こえる

ことがあります。
3 ..リニアアンプTL-922（別売）を接続すると、フ
ルブレークインの動作はできません。

（参照 リニアアンプを接続したとき83ページ）
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cwの運用 I 
cwメッセージ

cwメッセージとは、録音されたcw符号をキーイ
ング動作の代わりとして、送信することができま
す。

あらかじめ、 MENUキーの操作でメニュー番号12
をONに設定し（erMENUキーの操作とつまみ類）、
背面の CWKEYジャックにパド Jレを、 KEY
BOARDジャックにキーボード（付属品）を接続して
おきます。

I :3..::a:. I 
1・Z閏 i
国 モードをcwにします。

園 VOX/MANスイッチをMANにしま

す。

固 キーボードのRECI PLAYスッチを
RECにします。

[11 RECl、 REC2またはREC3キーのい
ずれかを押します。

例）REClを押したとき パーl表示

IC p l・ i I 

固 パドルでcwを打っとパー表示が消
え、録音を開始します。

録音文字数は、文字を表す短点・長点・スペー
スによって変わり、通常の欧文符号でおよ
そ80～100文字です。

固 CLRキーを押すと録音は終了しま

す。

もとの動作状態に戻ります。

E
 
CW KEYジャックにパドルが接続されて
いるとき再生できます。

国 SEND/RECスイッチを RECにしま

す。

図 VOX/MANスイッチをMANにしま
す。

園 MONIスイッチをOFFにします。

四 キーボードの REC/PLAYスッチを
PALYにします。
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固 録音したRECキーに対応する PLAY
キーを押すと再生されます。

例） REClに録音した場合はPLAYlキー
を押す。

［三
再生が終わるともとの動作状態に戻りま
す。

直E
国 SEND/RECスイッチをSENDにしま
す。

またはVOX/MANスイッチをvoxにしま
す。

キーボードのREC/PLAYスッチを
PLAYにします。

図

固

[11 

録音したRECキーに対応する PLAY
キーを押すと送信されます。

再生中に同じ PLAYキーまたは別の

PLAYキーを押すと連続再生になりま

す。

同時に最大3つまで指定できます。待機番
号が“国“になると次のPLAYキーを受け付
けます。
例） PLAYl，再生中に PLAY2, PLA Y3と
続けて押した場合

日 1・1:, 
tζJ  

PLAYlの送信が終了すると“ー“になる

r C p C.1 3・

固 再生中にキーイングによる割り込み

をすることできます。

cwキーイングの割り込みを行ったとき、残りの
cwメッセージを送信するか（ON）しないか（OFF）の
設定がMENUキーでできます。（CT52ページ、
MENUキーの操作とつまみ類）

MENUキーの操作
cwキーイングの割り込みON/OFF
1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号
17を選びます。サブ周波数表示部に
割込みのON/OFFが表示されます。
3. UP/DOWNスイッチでONにします。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU
操作は終了します。



[JJVOX/MANスイッチ
vox運用をするときに使用しま
す。（P.68)

園ATTスイッチ
受信入力を6,12, 18d8と減衰させ

ることができます。（P.75)

3 METERキー
送信時のメーターを切り換えま

す。（P.64)

Q] 4

四国

圏THRU/AUTOスイッチ
オートアンテナチューナーを使用

するときはAUTO（且）にします。

(P.56) 

9 OFF/AT TUNEスイッチ
押すとオートアンテナチューナー

が動作を開始します。（P.56)

圃AIPスイッチ
ONにすると強い信号による妨害に

効果があります。（P.76)

FMの運用 ｜ 

圃455FILTERキー
通常は、 6k（ナロー）の位置で使用し

ます。 6k（ナ口一）にすると、送信の

最大周波数偏移は±2.5kHzになり

ます。（P.71)

5

回PWRつまみ
通常は時計方向に回し切りにして

おきます。（P.64)

園FINEキ一
同調つまみのl回転をlOkHz(lOHz 

ステップ）にして同調しやすくしま

す。（P.61)

圏MODEキー
FMキーを選択します。（P.64)

置 RIT/XITスイッチ／つまみ
RITまたはXITの周波数を可変でき

ます。（P.73)

[1J SQL（スケルチ）つまみ
無信号時の受信ノイズを消したい

とき、時計方向にまわします。

(P.64) 

置団

園

固RFつまみ
通常は時計方向に回し切りにして

おきます。（P.76)
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FMの運用 ｜ 

同又

FMモードはサブ受信できません。

回 トランシーパーのPOWERスイッチ
をONにします。

ディスプレイパネルに周波数などが表示

されます。

図 FMキーを押してMODEを合わせま
す。

MODEキーを押したとき、モードの最初
の1文字Fをモールス符号でスピーカーか
ら出力します（モードアナウンス市幾能）。
FM(F) 

固 AFつまみを回して音量を調整しま

す。

無信号時にFM特有の“ザー”というノイズ
がでます。

固 SQLつまみを回して、ノイズが消え
るJ点（スケルチ・スレッショルド・ポイント）に

合わせます。

固 BANDキーで希望のバンドを選びま
す。

固 同調つまみを回して周波数を合わせ
ます。

FMモードでは同調つまみをゆっくり回し
たときはlOOHzステップ（つまみl回転で
約50kHz）です。
FINEスイッチをONにすると同調つまみ
はlOHzステップ（つまみ1回転で約lOkHz)
になり微調整できます。

M. CH/VFO CHつまみは周波数をlkHz
～lOKHz(lKHz単位）ステップで変更でき
ます。（0"55ページ MENUNo.64) 

ENTキーとテンキーによる直接入力でも
周波数の変更はできます。

送信

国 マイクロホンをつなぎます。

図 トランシーパーのPOWERスイッチ
をONにします。

ディスプレイパネルに周波数などが表示
されます。

固 FMキーを押してMODEを合わせま
す。
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MODEに関する詳細は受信の項をごらん
ください。

固 BANDキーで29MHzバンドを選びま

す。

通常、 FMの運用は29MHz以上てもす。

固 AFつまみを回して音量を調整しま

す。

固 SQLつまみを回して、ノイズが消え
る点（スケルチ・スレッショルド・ポイント）に

合わせます。

ITl 同調つまみを回して送信したい周波数
に合わせ、しばらく受信して他の通

信に混信を与えないことを確かめま

す。

周波数設定に関する詳細は受信の項をご
らんくださしユ。

園 REC/ SENDスイッチをSENDにする
か、マイクロホンのPTTスイッチを
押します。

ON AIRインジケーターが点灯し送信状態
になります。 SメーターはPOWERメー
ターに変わります。

園 マイクロホンに向かつて話します。

ご注意

あまり大きな声で話したり、マイクロホン

との距離が近すぎると、明りょう度が低下
したり、側波帯が広がる場合があります。
マイクロホンと口もとの間隔は約5cm位が
適当です。

｜変調度の選択｜

455フィルタースイッチでFMのデピエーションが
ナローと標準に切り換わります。
6k表示のときは±2.5kHzデピエーション、 12k表
示のときは±5kHzデピエーションとなり、フィル
ターはそれぞれ6kHz,12kHzが自動的に選択され
ます。

回 455キーを押します。

フィルター表示が12kに移ります。

園 もう一度455キーを押すと 6kに戻りま

す。

通常は、 6kの位置で使用します。



I AMの運用

回VOX/MANスイッチ
vox運用をするときに使用しま
す。（P.68)

団 METERキー
送信時のメーターを切り換えま

す。（P.64)

[2] ATTスイッチ
受信入力を6,12, 18dBと減衰させ

ることができます。（P.75)

国 FILTERキー
IFフィルターの選択度を切り換え

ます。（P.71)

[3J AGCスイッチ
ポジションとは無関係にAM専用の

時定数になります。（OFFを除

く）（P.75)

圃MODEキ－
AMキーを選択します。（P.64)

団 [2l 匝記

圃
固
目

園園圃

9 TTHRU/AUTOスイッチ
オートアンテナチューナーを使用

するときはAUTO（且）にします。

(P.56) 

園 PWRつまみ
通常は時計方向に回し切りにして

おきます。（P.64)

固 MICつまみ
マイクゲインを調整します。

(P.26,64) 

圃OFF/ATTUNEスイッチ
押すとオートアンテナチューナー

が動作を開始します。（P.56)

圃CARつまみ
AMキャリアの調整をします。

(P.26,67) 

回AIPスイッチ
ONにすると強い信号による妨害に

効果があります。（P.76)

国 RIT/XITスイッチ／つまみ
RITまたはXITの周波数を可変でき

ます。（P目73)

園SQL（スケルチ）つまみ
受信ノイズを消したいとき、時計

方向にまわします。（P.64)

[1]圃

圃

圃

圃IFVBTつまみ
IFの通過帯域隔を可変して混信を

軽減します。（P.18,67)

圃RFつまみ
通常は時計方向に回し切りにして

おきます。（P.76)
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AMの運用 ｜ 

受

AMモードはサブ受信できません。

回 トランシーパーのPOWERスイッチ
をONにします。

ディスプレイパネルに周波数などが表示
されます。

図 AFつまみを回して音量を調整しま
す。

固 BANDキーで希望のバンドを選びま
す。

固 AMキーを押してMODEを合わせま
す。

MODEキーを押したとき、モードの最初
の1文字Aをモールス符号でスピーカーか
ら出力します（モードアナウンス1幾能）。
AM(A) 

固 同調つまみを回して周波数を合わせ
ます。

AMモードでは向調つまみをゆっくり回
したときはlOOHzステップ（つまみ1回転
で約50kHz）で、す。
FINEスイッチをONにすると同調つまみ
はlOHzステップ（つまみI回転で約lOkHz)
になり微調整しやすくなります。

M. CH/VFO CHつまみは周波数をlkHz
～lOKHz(lKHz単位）ステップで変更でき
ます。（仁？55ページ MENUNo.64) 

この他1MHzUP/ DOWNスイッチや、
ENTキーとテンキーによる直接入力でも
周波数の変更はできます。

送信

国 マイクロホンをつなぎます。

図 トランシーパーのPOWERスイッチ

をONにします。

ディスプレイパネルに周波数などが表示
されます。

固 AFつまみを回して音量を調整しま
す。

固 BANDキーでバンドを選びます。

固 AMキーを押してMODEを合わせま
す。
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MODEに関する詳細は受信の項をごらん
ください。

回 同調つまみを回して送信したい周波数
に合わせ、しばらく受信して他の通

信に混信を与えないことを確かめま

す。

周波数設定に関する詳細は受信の項をご
らんください。

国 REC/ SENDスイッチをSENDにしま

す。

ON AIRインジケーターが点灯し送信状態
になります。 SメーターはPOWERメー
ターに変わります。

園 CARつまみを調整して、

POWERメーターのt辰れをcwモード
日寺（いったん C羽7モードにして

POWERメーターを確認）の1/4に合わ

せます。

cwモードでlOOWのときは25Wに合わせる

POWER 

何回目。ロロ00000000,:;11:;,oooo回一ロロP
t U 3 DO  
一札C一回一ロロロロ000000000000ロローロロロ

[ill マイクロホンに向かつて話します。

話しながらALCメーターが振れない

ようにMICつまみを合わせます。

5 

11111i11oornlrroo口口口調b日日d品目日日醐
0 10 50ι00  150 zoo 250・

POWER 

ALCの範囲

ご注意

1.あまり大きな声で話したり、マイクロホンと
の距離が近すぎると、明りょう度が低下した
り、側波帯が広がる場合があります。マイク
ロホンと口もとの間隔は約5cm位が適当で
す。
2. MICつまみを時計方向に回しすぎると、明
りょう度が低下します。













パケット（AFSK）の運用 ｜ 

受信

あらかじめ背面のACC2コネクタと RTTY
端子にRTTY装置を接続しておきます。

田 トランシーパーのPOWERスイッチ
をONにします。
ディスプレイパネルに周波数などが表示
されます。

図 AF信号はACC2より出力されますの
で、 AFつまみを回してもTNCへの音
量は変わりません。

固 BANDキーで希望のバンドを選びま
す。

固 USB,LSBまたはFMのMODEキーを2
度押してDATAモードにします。
DATAインジケーターが点灯しDATA
モードになります。

モードについて

アマチュア無線での300ボーのパケット通信
は通常 SSBモードを使用します。
USB・LSBモードいずれでも運用可能ですが、
一般的にHF帯のパケット通信（Fl）はLSBモー
ドを使用します（AMTOR通信はUSBモード）。
USB・LSBモードでは表示周波数と実際に電波
の送信される周波数が異なります。 USBの場
合には表示周波数プラス変調周波数、 LSBの
場合には表示周波数マイナス変調周波数とな
ります。
従ってUSBモードを使用した場合は特に表示
周波数と実際の周波数の読み取り周波数の違
いにご注意ください。

28MHz帯では通信速度 1200ボーによる
FMモードも使われます。

国 同調つまみを回して目的の信号が正し
く復調されるように周波数を合わせ

ます。

送信

あらかじめ背面のACC2コネクタと RTTY
端子にRTTY装置を接続しておきます。

回 トランシーパーのPOWERスイッチ
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をONにします。
ディスプレイパネルに周波数などが表示
されます。

園 AF信号はACC2より出力されますの
で、 AFつまみを回しでもTNCへの音
量は変わりません。

国 BANDキーでバンドを選びます。

固 USBLSBまたはFMのMODEキーを2
度押してDATAモードにします。
DATAインジケーターが点灯しDATA
モードになります。
MIC端子からの音声入力信号は自動的に
OFFになります。

固 同調つまみで周波数を合わせます。
周波数設定に関する詳細は受信のページ
をごらんください

固 METERのALC/ICキーを押し、メー
ター表示部にALCメーターを表示さ
せます。（FMモードの場合は除く）

5 I I I I I I I I 
1 3 5 7 9 20 40 6回目

日日日日日日日日日口日日日口口口口［］口日日日日日日日日日日日
0 10 50 100 150 200 250¥t 

POWER I I I I _J_ー一一よ一一ーー」

SWR ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロコロロロロロロロロロ
1 I.I 3 00  
－ー同ー一一ー－ ALC －一一一一ーー一ー
ロヨロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ000ロ

国 通信ターミナルからの送信指令（一般
的にはキーボードから入力します）に

より送信します。
このとき、他の音声通信に混信を与えな
いことをお確かめください。
ON AIRインジケーターが点灯し送信状態
になります。 SメーターはPOWERメー
ターに変わります。

固 キーを押しながらMICつまみを調整

ご注意

して、 ALCメーターの振れがALCの
範囲を超えないようにします。

(FMモードの場合は除く）

1.通信端末から送信命令が送られたあと、実際
に電波が送出されるまでのディレータイム
は、通常のSSBモードに比べ、 DATAモードの
方が高速になっています。
2. DATAモード時は前面パネルのマイク端子か
らは変調がかかりません。
必ず背面パネルのACC2コネクタに変調信号を
入力してください。
3.ターミナルからの変調信号が大きすぎてMIC
つまみを絞っても変調がひずむ場合は、ター
ミナル側の変調出力を下げてください。も
し、ターミナノレの出力レベルが固定されてい
る場合は、本機内の半固定ボリュームで絞る
こともできます。（82ページ、調整→データ通
信変調入力の調整）



I 29MHzのレピーターによる交信

トーンの設定

回

通常は連続（c）で使用します。設定の切り換えは
MENUキーの操作で行います。

MENUキーの操作
パースト（b）または連続（c）の切り換え

1. MENUキーを押しながらPOWERスイッチを
入れます。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号58を選
びます。サブ周波数表示部に現在の状態が表
示されます。
3. UP/DOWNスイッチで｛吏用したいレピーター
のトーンに切り換えます。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。

29MHzのレピーターは、電離層反射を利用するた
め、広い地域のアマチュア局と交信することがで
きます。

一般的にレピーターは、受信と送信の周波数が離
れています。また、 FMモードで信号にトーンが付
加されている場合に動作します。

本機は、送受信周波数ともにFMモードのスプリッ
ト・メモリーチャンネルのとき、トーンが自動的に

付加されます。
従って、レピーターを使った交信はスプリットメ
モリーチャンネノレで運用してください。

アクセスしたいレピーターに応じて

トーンパースト（b）または連続（c）の設

定をMENUキーで行います。

レピーター
（受信）

（送信）

29.510～29.590 MHz 
29.61～29.700 0MHz 

I
 t
 －
 －
 ／
 

無線局：A
（受信）

29.61～29.700 0MHz 
（送信）

29目510～29.590MHz 

スプリットメモリーの書き込み

VFO A のRXキーをf甲して、アクセ
スしたいレピーターの受信周波数を

設定します。

ー
！
園

トーンはレピーターによって異なります（初期設定

88.5Hz）。内蔵のトーン周波数は次の39波です。設

定はMENUキーで行います。

VFO Aに29.670MHzFMを設定1fU 
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A=Bキーをt甲します。

VFO BのRXキーをt甲して、アクセ
スしたいレピーターの送信周波数を

設定します。

67.0 97.4 136.5 192目8
71.9 100.0 141.3 203.5 
74.4 103.5 146.2 210.7 
77.0 107.2 151.4 218.1 
79.7 110.9 156.7 225.7 
82.5 114.8 162.2 233.6 
85.4 118.8 167.9 241.8 
88.5 123.0 173.8 250.3 
91.5 127.3 179.9 1750.0 
94.8 131.8 186.2 固

固

VFO Bに29.570MHzFMを設定
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VFO AのRXキーを押します。

VFO BのTXキーをf甲します。
SPLIT表示が点灯します。

M.INキーを押し、希望のメモリー

チャンネル（00～ 89の閤）にメモリー
します。

固

固

回

MENUキーの操作
トーンの設定

1. MENUキーを押しながらPOWERスイッチを
入れます。

2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号57を選
びます。サブ周波数表示部に現在のトーン周
波数が表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで使用したいレピータ｝
のトーンに切り換えます。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。

WU 

・トーンのON/OFFは自動的に設定されます。任意にON/OFFはでき

ません0

・1750Hzのトーン周波数を使用する場合は、サービスセンターへお

問い合わせください。

無線局.B
（受信）

29.61～29.700 0MHz 
（送信）

29.510～29.590 MHz; 



I 29MHzのレピーターによる交信

レピーターの運周

囲 M.CHのRXキーとM.CHのTXキーを
押して、回で入力したメモリーチャ

ンネルを呼び出します。しばらく受

信して他の通信に混信を与えないこ

とを確かめます。

園 マイクロホンのPTTスイッチを押す

か、 REC/SENDスイッチをSENDに
すると、送信状態になりますのでマ

イクロホンに向かつて話します。

。日本の29MHzのレピーター
1991年6月1日現在

‘o !l 

。
争

JP6YT 

ご注意

無意味にレピーター周波数での電波の発射はし
ないでください。

29MHz帯の電波のとどく範囲は、季節お
よび時間によって時々刻々変化していま
す。

したがって、いつ、どこからでも目的の

レピーターをアクセスできるとは限りま

せん。

まず目的のレピーターの送信周波数を受

信してみます。

他局の交信を良好に受信できたら、その

レピーターはアクセスできるはずです。

。

0, 

も

JPSYCV 
受信周波数） 29.550 附→z

送信周波数） 29.650 0MHz 

受信周波数） 29.570 MHz 

送信局波数） 29.670 0MHz 
4 ・b

• od・
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トランスバーターの親機として使用する場合 ｜ 
トランスパーターを介すると、本機の機能

を50MHz帯、 144MHz帯、 430MHz帯の運
用にも適用できます。この使用方法は、充

分な知識と技術が必要です。接続には特に

ご注意ください。

層雪面
ご注意

接続する前に、必ず電源コードを抜いてくださ

接続は下図に従って行ってください。
この場合はトランスパーターの親機専用となりま
す。 HF機としての使用は接続を元に戻します。

・第1図
セットの後方からみたリモートコネクタの図

端子 名と用途

1 スピーカー出力
2 リレーのコモン
3 スタンパイ端子にの端子を
アースすると送信になりま
す。

4 送信側のリレー接点
5 受信側のリレー接点
6 外音＇MLC入力 （ー）入力で
す。約 9VからALC回路が
動作します。

7 外部コントロール（送信時
に十12VDCが出ます。
（最大 lOmA)

・第2図

同軸ケーブル

トランスJfーター

コンパータ出力端子

ドライブ入力端子

スタンバイ端子へ
外部ALC

端子へ

同軸万元ブル

量五日
田 本機の周波数をトランスパーターの
受信出力周波数に設定します。

本機が送受信可能な周波数で有れば、

どの周波数でも設定できます。

（例）28.000MHzvこ設定します。

[Z] MENUキーで周波数表示を、トラン

スパーターに対応した周波数帯（例えば

50）に合わせます。

MENUキー操作
トランスパーターの周波数表示

1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号04
を選びます。サブ周波数表示部に現在の
設定が表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで設定値を希望の周
波数にします。例えば50にします。
OFF→50→144→430 (MHz) 

4.もう一度MENUキーを押すとMENU操
作は終了し、メイン周波数表示は

50.000.0MHz表示になります。

国 その後はコンパートされた周波数を
直読でき、通常の操作になります。

ご注意

1. トランスパーターを介して運用してい
るときは、 lOHz台の表示は行いませ

ん。
1. 第2図の接続をした場合、 PWRつまみ
は約lOdBのゲインコントロールつまみ
として重力イ乍します。

TS-950SDXの背面

｛ト

LINEAR AMPスイッチをONにします
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マイク口プロセッサーのバックアップ

本機は、リチウム電池でメモリーをパックアップ
しています。このためPOWERスイッチを切って
もメモリーは保持されています。
POWERスイッチを入れたとき、前にメモリーし
た内容が消えているようでしたら、リチウム電池

の寿命（約5年）です。電池交換を行ってください。

リチウム電池を交換する場合は、購入店または最
寄りのサービスセンターにご相談ください。

マイク口プロセッサーの初期設定

初期設定 周波数 モード

VFO A 14.000.00 USE 

VFO B 14.000.00 USE 

サブVFO 14.000.00 USE 

メモリーチャン
データなし データなし

ネル（00～99)

メモリーチャンネルの種類

メモリーチャンネルには標準メモリーチャンネ
ル、および区間指定メモリーチャンネル（プログラ
マブルVFO）があります。

標準メモリーチャンネルには、送受信ともに同じ
周波数、及び送受信で異なった周波数（スプリット
周波数）をメモリできます。

区間指定メモリーチャンネル（プログラマブル
VFO）は、 lつの周波数ではなく一定の区間をメモ
リーできます。
メモリーできるチャンネル数は100チャンネルで、
No.00～89CHは、標準およびスプリットメモリー
チャンネル用、 No.90～99CHは区間指定メモリー
チャンネル用です。

メモリーできる内容

各メモリーチャンネルにメモリーできる内容は次

のとおりです。

(0：メモリー可、× メモリー不可）

チャンネル番号 00～89 90～99 

送受信周波数 。 。
モード 。 。※2)

フィルタ一帯域 。 。（※2)
トーンON 。（※1) × 

上限・下限周波数 × 。
Al PのON/OFF 。 。※2)

※1.送受信ともにFMモードでスプリットメモリー

として｛吏用すると自重b的にONになります。。
※2.メモリーチャンネルのデータとして書き換え
られます。

リセット（初期化）

リセットには次の2通りの方法があります。

36 

1. メモリーチャンネルの内容は残して、それ以外のデータを初期

化するときは。

VFO AのRXキーを押しながらPOWERスイッチを入れます。

2. すべてのデータを初期化するときは。

A=Bキーを押しながらPOWERスイッチを入れます。この操
作を行うとメモリー内容と MENUキーで設定した内容はすべて

工場出荷の状態になります。



l車部E
⑮・O.・・Q・ 

TX RX 

C二三二コ

巴ヨ巨ヨ
M. CH/VFOCH 

仁二王二コ

巨ヨEJ cコヨコ亡三三コ C二三コ
Eヨ亡ヨEヨ

亡玉三Eコ巨ヨEヨ E二五二コ Eコ互コ仁コ互コ
EヨEヨEヨ
E二ζ コ亡ID二］仁二豆コ
亡ヨEヨEヨ

標準メモリーチャンネルの書き込み

00～89チャンネノレを標準メモリーチャンネノレ（受信

周波数と送信周波数が同一）として使用する場合の

データの書き込み方法です。

例ではVFOAに周波数を設定してメモリーします
が、 VFOBの周波数もメモリーできます。

回 VFOAのRXキーを押しメモリーさせ
たい周波数、モード、フィルターなど

を設定します。

園

例）VFOAに14.175MHzを設定した場合

』』』 』nC ,-1 ,-1 円円四

にごIτで

I I I .::.1. LI LI '"' i.J. i.J・u' 
1凹 zoo 300 000 500 日 0 700 900 900 1000 

M.INキーを押します。

ディスプレイには、最後に操作したメモ
リーチャンネ／レが表示されます。

例）メモリーチャンネル00が空きチャンネルの場合

" C< 

,-, ,-, ,-, ,-, ,-, 
• 0 < HZ !.I, !.I !.I < HZ !.I !.I, 4 三土

。 100 ZOO JOO 400 SOO 600 lOC ・00 900 1000 
'""'''"'""'""'""''"''""''"'''"''""' 

固 M.CH/VFOCHつまみを回すか、
キーで希望のメモリーチャン

(00～89）を選択します。

テン

ネル

すでにデータがメモリーされているチャ
ンネルを選択すると、次にM.INキ）を押
したとき、そのチャンネルのメモリー内

容は消去されます。

例）メモリーチャンネル03が空きチャンネルの場合

"・ C< 

,-, ,-, ,-, r，コ 一一・・ Kez !.J. !.I !.I ,ez !.I 』 <JL!<.! 
O , 00 I 00 JOO 0 0 50 0 島00 700 BOロヨ00 ＇目。
1,,,,1,,,,11,,,l,,,,l,,,,l,,,,l,,,,l,,,,l,1,,l,,,,1 

[1] M.INキーを押します。

設定した周波数、モード、フィノレターな

どがメモリーされ、もとの動作状態に戻

ります。

『 L刀tιt I -1 ,: ,-, ,-1 円円円

I '・ I I .J. LI LI '"' !.I. !.I !.I' 
100 <OO JOO 400 日 0 600 7凶目。。，00 1000 
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固 M.INキーを押し書き込みモードにしま
す。

ディスプレイには、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示されます。

例）メモリーチャンネル 13にスキャンの開始周波数

21.200MHz、スキャンの最終周波数が21.210MHzメモリー

されている場合

｜区間指定メモリーチャンネルの書き込み

区間指定メモリーは、 2つの異なる周波数をメモ
リーして、 VFOの範囲を区切ったり（プログラマブ
ルVFO）、その区間だけをスキャンさせたりするメ
モリーです。
90～99チャンネルが、
のチャンネルです。

この区間指定メモリー専用
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ここでは周波数の設定から説明します。
なお、例ではVFOAの周波数とVFOBの周波数を
指定区間にしてメモリーします。

モードとフィルターはVFOAで指定します。 固 M.CH/VFOCHつまみを回すか、テン
キーで希望のメモリーチャンネル

(90～99）を選択します。

すでにデータがメモリーされているチャ
ンネノレを選択すると、次にM.INキーを押
したとき、そのチャンネルのメモリー内
容は消去されます。

モー国 VFOAのRXキーを押して周波数、
ド、フィルターなどを設定します。

例）VFOAに7.030MHzを設定した場合

<JI A: 
1可，－，・1,-, ,-, n 内川円
I. LI .::.1 LI. LI LI ,,, U.ぷ U'"' 例）メモリーチャンネル90が空きチャンネルの場合
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 国 A二 Bキーを押します。

国 M.INキーを押し書き込みます。

設定した周波数、モード、フィノレターな
どがメモリーされ、もとの動作状態に戻
ります。

固 VFOBのTXキーを押します。
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固 TXVFO/SUBつまみを回して周波数を
設定します。

例）VFOBに7.100MHzを設定した場合

図書き込んだメモリーチャンネルをリ

コールすると、向調つまみで区間内を

可変することができます。

SPL l T 

1•1 I ii 1・1 1・1 1・1 
’・’！.，.I !..I, !.I !..I 

_!j> 
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スプリットメモリーの書き込み

00～89チャンネルを受信周波数と送信周波数が異
なるスプリットメモリーとして使用する場合の
データの書き込み方法です。

ここでは周波数の設定から説明します。
例ではVFOAの受信周波数とVFOBの送信周波数
をメモリーしますが、
VFO Aの受信周波数と、 VFOBの送信周波数
または

VFO Bの受信周波数と、 VFOAの送信周波数
がスプリットメモリーの組合せです。

国 VFOAのRXキーを押してメモリーさ
せたい受信周波数、モード、フィル

ターなどを設定します。

例）VFOAに21.ZOOMMHzを設定した場合

ヲ t’t ,-,,-,,-,,-, 円四円

<l ,, 

t二＇・ l二υLI.LI LI '"' Li. Li Li'"' 
0 ＇仰， oo 100 100 eoo 包oo 1 ooo 
1,,,,1,,,,1,,,,l,,,,l,,,,l,,,,l,,,,l,,,,l,,,,l,,,,I 

園 VFOBのRXキーを押して、メモリーさ
せたい送信周波数を設定します。
例）VFOBに21.210MHzを設定した場合

コ’二4 I ,-1 ,-1 ,-1 庁庁庁

L I. L I LI. LI LI 山！..I. !..I u山
司回

0 ＇凹 100 300 500 ‘何，oo 自00 900 !000 
1,,,,1,,,,1,,,,l,,,,!,,,,!,,,,l,,,,l,,,,l,,,,!,,,,I 

受信と送信の周波数のモード、フィル
ターなどが同じ場合は、 VFOBのRXキー
を押す前にA=Bキーを押すと、 VFOAと
VFO Bが同じになり、送信周波数の設定
が簡単、確実になります。

VFO BのRXキーではなく VFOBの
TXキーを押して送信周波数を設定するこ
とができます。送信周波数の可変はTX
VFO/SUBつまみでおこないます。この場
合は、次の圏項を飛ばします。

固 VFOAのRXキーおよび VFOBの
TXキー押します。

SPLIT表示が点灯します。

ヲ 』ヲ，－， ,-, ,-, ,-, ．宮内向

司fi4C>,' :. ,' ”「M ,-, ,-, 
ζI.ζLI LI. LI LI '"' ぷ LiU,,, !..I !..I 

。！00 lOO JOO ・00 500 巨00 100 600 900 I 000 
1,,,,!,,,,t,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,!,,,,l,11,l,,,,I 

四 M.INキーを押します。

ディスプレイには、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示されます。

例）メモリーチャンネル03に14.175MHzがメモリ←さ

れている場合

"'!_ SCR f.l. CH 

I II I ,-1 ,- ,-1 ,-1 
t可. I tコ.LI LI '"' ,-, ,・, ,., ,・, :, -＇－＇・ι’ιe '" zι’＿， ＜ごlu;J
。 100 zoo 100 sロ。 600 lOO 目00 1 0 00 
1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,I 

国 M.CH/VFOCHつまみを回すか、テン
キーで希望のメモリーチャンネル

(00～89）を選択します。

すでにデータがメモリーされているチャ
ンネノレを選択すると、次にM.INキーを押
したとき、そのチャンネルのメモリー内
容は消去されます。

例）メモリーチャンネル10が空きチャンネルの場合

>..!. SCR >J;_ CH 

,., ,-, ,・, ' .-, 
k e z !..I !..I !..I kSZ ’ !..I 〈コ土

O )00 a叩 "'  ・00 日O M。,oo 園開 100 1000 
1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,,,1,,, l’＂＂＇ 

固 M.INキーを押します。

設定した周波数、モード、フィルターな
どがメモリーされます。

回 VFOAのTXキーを押します。

国の状態に戻ります。
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メモリーチャンネルの呼び出し

本機のメモリーチャンネルは、工場出荷時は
すべて空きチャンネ／レです。必要に応じて、
はじめに書き込みを行ってください。
標準メモリーチャンネノレの書き込み（P.37)
区間指定メモリーの書き込み（P.38)
スプリットメモリーの書き込み（P.39)

国 VFO動作時に、 M.CHのRXキー（※ 1）また
はTXキー（※2）を押します。

ディスプレイに、最後に操作したメモ
リーチャンネノレが表示され、受信はその
周波数に移ります。

（※1) RXキーをt甲すとTXも同じメモリー
チャンネルになります。

（※2) TXキーを押した場合はTXだけが
メモリーチャンネノレになります。

図 M.CH/VFOCHつまみを回すか、テン

キーで直接希望のメモリーチャンネル

を選択します。

TXキーを押してTXだけがメモリーチャ
ンネルになっている場合は、 M.CH/VFO 
CHつまみを回しメモリーチャンネルを選
択てください。テンキーではメモリー
チャンネルを選択できません。

呼び出した標準メモリーチャンネルのモードや
フィノレター帯域は一時的に変えることができま
す。また、呼び出した周波数を一時的に変更する
こともできます。

周波数を変更する設定は、 MENUキーでおこない
ます。（O'55ページ、電源ONによるMENUキーの
操作とつまみ類、 MENUNo.60) 

MENUキーの操作
周波数の一時的に変更

1. MENUキーをt甲しながらPOWERスイッチを
ONにします。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号60を選
びます。サブ周波数表示部に現在の状態が表
示されます。

3. UP/DOWNスイッチで設定値をONに変更しま
す。

4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。

固 VFOAまたはBのRXキーを押すとVFO

動作に戻ります。
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メモリーチャンネルのスクロール

現在の受信周波数を変えずにメモリーチャンネル
の内容を表示し、チェックするのに使います。

回 M.INキーを押します。

ディスプレイに、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示されます。

表示周波数が変わりますが、 M.IN
キーを押す前の周波数で受信して
います。

園 M.CH/VFOCHつまみを回すと次々に

メモリーチャンネルの内容が表示され

ます。

テンキーで希望のメモリーチャンネルを
直接表示することもできます。

固メモリースクロール状態を解除するに

はCLRキーをt甲します。

区間指定メモリーチャンネルの確認

回 M.CHのRXキーを押します。

書き込まれた区間指定メモリーチャンネ
ルが表示されます。
前に書き込んだ区間指定メモリーの場合
はM.CHキーを押した後、 M.CH/VFOCH 
つまみまたはテンキーで90～99チャンネ
ルを選択します。

国 DOWNスイッチを押します。

区間のスキャン開始周波数が表示され確認
できます。

固 UPスイッチを押します。

区間のスキャン最終周波数が表示され確認
できます。

四 VFOAまたはBのRXキーを押すとVFO

動作に戻ります。



｜メモリーチャンネルからVFOへのシフト

メモリーチャンネルの内容を変えずに、データだ
けをVFOへシフトすることができます。

国 VFO動作時に、 M.CHのRXキー（※ 1）また
はTXキー（※2）を押します。

ディスプレイに、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示され、受信はその
周波数に移ります。
（※I) RXキーを押すとTXも同じメモリー
チャンネルになります。

（※2J TXキーを押した場合はTXだけが
メモリーチャンネノレになります。

図 M.CH/VFOCHつまみを回すか、テン
キーで直接希望のメモリーチャンネル

を選択します。

TXキーを押してTXだけがメモリーチャ
ンネルになっている場合は、 M.CH/VFO
CHつまみを回しメモリーチャンネルを選
択してください。テンキーではメモリー
チャンネノレを選択できません。

図 M→VFOキーを押します。
そのメモリーチャンネルの内容がVFO
へシフトされ、 VFO動作に切り換わり

ます。

もとのVFOの内容は変更されます。
メモリーチャンネル自体は変更されずに

残っています。
選択したメモリーチャンネルに何もメモ
リーされていない場合、 M→VFOキーを
押してもシフト動作は行いません。

[11メモリーの状態により下の表のように

なります。

メモリーチャンネルの消去

国 VFO動作時に、 M.CHのRXキーを押し
ます。

ディスプレイに、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示されます。

図 M.CH/VFOCHつまみを回すか、テン
キーで消去するメモリーチャンネルを

選択します。

圏 CLRキーを約2秒間押し続けます。

表示周波数が消えて、メモリーチャンネ
ルが消去されます。

[11 VFO AまたはBのRXキーを押すとVFO
動作に戻ります。

標準メモリーチャンネルの｜スプリットメモ
場A ｜リーチャンネル
ロ ｜ の場合

RX, TXのどちらか一方がメモリーチャンネルの場合

富
国
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クイックメモリー

クイックメモリーは、
のメモリーです。

メモ用紙のように使うため

ワンタッチでメモリーの書き込みができるので、

メモリーしたいと思ったときすぐ使えます。

全部で5チャンネJレありますが、

チャンネルの指定はできません。

内容が1チャンネルに入り、

書き込みのときに

最新のメモリー

1→2→3→4→5→押し出されて消滅

の順にメモリーされます。

クイックメモリーを通常のメモリーに入れるに

は、クイックメモリー表示状態でM→VFOキーを

押し、一度VFOにシフトさせます。

圃クイックメモリーの内容
メモリーできる内容は次のとおりです。

・受信周波数、モーにフィルタ一帯域

・送信周波数、モード、フィルター帯域・RITのON/OFF、XITのON/OFF
• AIPのON/OFF
• FINEのON/OFF
・メータの選択

・アンテナチューナーのプリセット値

・クイックメモリーの入力

注意

RXVFOまたはTXVFOの一方がMCHのとき、または両方と

もM.CHのときは入力できませんo

VFO状態から

回メモリーさせたい周波数、モード、

フィルターなどを設定します。

園
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QUICK MEMOのM.INキーを押しま

す。クイックメモリーの1チャンネ

ルにメモリーされます。

さらにメモリーを繰り返すと、 1チャンネ

ルにメモリーされている内容は、自動的

に2チャンネルへ移動します。 5チャンネ

ルにあったものは、自動的に消去しま

す。

・クイックメモリーの呼出し

回

園

QUICK MEMOのMRキーを押しま

す。

M.CH/VFOCHつまみを回すと、ク

イックメモリーチャンネルが順次呼

び出されます。

（例）lCHで14.175MHzの場合

』ιt I ,-1 ,-1 ,-1 ,-1 .-. 町岨
I -1. I I LI. LI LI ≪z i..i. i..i. i..i,Hz ・・
100 200 300 ・00 号00 白00 700 800 900 1000 

団

注意

この状態で周波数やモードなどを変更す

ることができます。

もう一度QUICKMEMOのMRキー
を押しますとVFO動作に戻りま
す。

すべてのクイックメモリーチャンネルに何も書き込まれてい

ないときは、 QUICKMEMOのMRを押しでも動作しません。

・クイックメモリーのVFOへのシフ
卜

クイックメモリーチャンネルの内容をVFOにシフ

トしたいときは、 M→VFOキーを押します。

M.CHのチャンネル表示が消えて、通常の操作と

なります。



スキャン ｜ 

スキャンは、メモリーチャンネルまたはVFO周波

数を自動的に変えながら受信するときに使用しま

す。

スキャンのスピードは、 RIT/XITつまみを回すと
変わります。 SCANキーを押すとRIT/XIT周波数表
示がスキャン中スピード表示に変わり、数字が小
さくなるほど早くなります。

ここの数字が大きくなると遅くなり、
小さくなると早〈スキャンします。

スキャンは以下の3つのタイプがあります。
メモリースキャン
プログラムスキャン
サブプログラムスキャン

メモリースキャン

データがメモリーされているメモリーチャンネル
を順次スキャンします。

任意のメモリーチャンネルを飛ばして、そのとき
必要なメモリーチャンネルだけをスキャンさせる
こともできます。

メモリーロックアウト（P.44)

メモリーチャンネルは10チャンネルごとのグルー
プに分かれており、初期設定では全グループ、全
メモリーチャンネルをスキャンします。

グループO
グループ1
グループ2
グループ・
グループ・
グループ・
グループ9

0～9チャンネJレ
10～19チャンネル
20～29チャンネル

90～99チャンネル

任意のメモリーチャンネルおよびグループチャン
ネ／レを飛ばして、そのとき必要なチャンネ／レだけ

をスキャンさせることもできます。

メモリーチャンネルにひとつも書き込まれていな
いとき、またはすべてロックアウトされていると

きは、 SCANキーを押すと、モー lレス符号で
CHECKとスピーカーより出力します。

回 VFO動作時に、 M.CHのRXキーを押し
ます。

ディスプレイに、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示され、受信はその
周波数に移ります。

ご注意

TXキーを押した場合はTXだけがメモ
リーチャンネ／レになります。メモリー
スキャンの選択はM,CHのRXキーを押
してください。

園 SCANキーを押し続けます。

サブ周波数表示部分にグループ番号が表
示されます。

固スキャンさせたいメモリーグループが

ある場合はそのグループ番号のテン

キーを押します。

団 SCANキーを離します。

指定したメモリーグループだけを連続的
にスキャンします。

例）
グループ1およびグループ3を指定した場
之』
Eコ

グループ1

CHIO CH19 

グループ3

CH30 CH39 

｜ 与｜ーーー・ー・ー，司1 ＝｜ 

固スキャン動作を解除するには、

CLRキーまたはSCANキーを十甲します。

グループの指定は再設定されるまで解除
されません。
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スキャン ｜ 

メモリーロックアウト

メモリースキャンをするときに飛び越したいメモ
リーチャンネルを指定できます。

回 VFO動作時に、 M.CHのRXキーを押し
ます。

ディスプレイに、最後に操作したメモ
リーチャンネルが表示されます。

図 M.CH/VFOCHつまみ、またはテン
キーでロックアウトしたいメモリー

チャンネルを選択します。

回 CLRキーを押します。

メモリーチャンネル番号の横の小数点
マークが点灯し、ロックアウトされたこ
とを示します。

帯
。

岡圃”

点灯します。

ご注意
CLRキーを押し続けますと、メモリー
内容が消去されます。

図解除にはもう一度CLRキーを押しま
す。

小数点マークが消え、ロックアウトが解
除されます。

酉 VFOAまたはBのRXキーを押すとVFO

動作に戻ります。

プログラムスキャン

VFO動作中にSCANキーを押すとプログラムス
キャンになります。
プログラムスキャンは、区間指定メモリーで指定
した周波数範囲をスキャンします。
区間指定メモリーの書き込み（P.38)

スキャン中にモード、選択度を変更することがで
きます。
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回 VFO動作時に、 SCANキーを押しなが
ら区間指定メモリーチャンネルの下1桁
の番号を押します。

例）
SCANキーを押しながら、テンキーの2を
押します。
SCANキーを離すとメモリーチャンネル
92にメモリーした範囲内を繰り返しス
キャンします。

メモリーチャンネル92

21.000 21.010MHz 

1
1
1
1
a串
L

指定したチャンネルが空きチャンネルの
ときは、
SCANキーを手甲したE寺点で、
スキャン開始周波数：10.00kHz、
スキャン最終周波数30.000MHz
が、その空きチャンネルに書き込
まれ、この範囲の（プログラム）ス
キャンを開始します。
（複数のチャンネノレを指定したと
き、それらが全て空きチャンネル
であるときは、最下位の区間指定
メモリーチャンネルに書き込まれ
ます。）

図 SCANキーを押したままで、複数の区
間指定メモリーチャンネルを選べま

す。

最大10チャンネルまで、若いチャンネル
番号から順番にスキャンします。

例）
SCANキーを押しながら、テンキーの1お
よび2を押します。
SCANキーを需産すとメモリーチャンネル
91と92にメモリーした範囲内を繰り返し
スキャンします。

M.CH91 
14.000 14.010 

M.CH92 
21.000 21.010 

トーーー｜

固スキャン動作を解除するには、

CLRキーまたはSCANキーをt甲します。



スキャン I 

下図は工場出荷の状態です。
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スキャンホールド

SUB 

．上限および下限の設定周波数について

設定できる上限および上限周波数は、サブ受

信周波数の表示（例では14.000.00）に対し、上限

は最大1MHz加えた周波数、下限は最大1MHz

引いた周波数です。

[41 ENTキーとテンキーでメイン周波数表示

を変更し、希望の下限周波数を設定しま

す。

例）14.lOOMHz（下限周波数）

プログラムスキャン中に、向調つまみを回すとそ
の周波数で一時停止する機能です。数秒後に再び
スキャンを開女台します。
電源ONによるMENUキーで、 OFF/ONの設定がで
きます。（0"55ページ、 MENUキーの操作とつまみ
類）

MENUキーの操作
1. MENUキーを押しながらPOWERスイッチを
ONにします。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号72を選
びます。サブ周波数表示部に現在の設定状態
が表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで一時停止する（ON）しな
い（OFF）の設定をします。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。 2
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固同様にENTキーとテンキーでTX（送信）
周波数表示を変更し、希望の上限周波数

を設定します。

例）14.200MHz（上限周波数）

SUB 

サブプログラムスキャン

サブ周波数表示を上限周波数に、メイン周波数表
示を下限周波数にしてプログラムスキャンする機
能です。
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回 TXVFO/SUBのSUBキーを押して受信
をサブ周波数にします。

s U自

固 SCANキーを押します。

ステップ4と5で設定した周波数をサブ受
信周波数範囲としてスキャンします。

司 0

14.200 14.100 
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図 TXVFO/SUBのM/Sキーを押してキー
操作をサブ周波数に移します。

SUBインジケータが点灯します。

SUB 

国 スキャン動作を解除するには、

CLRキーまたはSCANキーをt甲しま
す。
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園

SUB 

VFO動作に戻すにはM/Sキーと、 SUB

キーを押して、 SUB機能を解除しま

す。

45 

固 SCANキーを押します。

サブ周波数表示に 1MHz高い上限周波
数、メイン周波数表示に1MHz低い下限
周波数が表示されます。
最初のメイン周波数によっては、上限ま
たは下限の周波数は、 1MHz未満の周波
数、あるいは同じ周波数になるときがあ
ります。

、、slaf.,
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I 音声の録音・再生 I 

MENUキー

別売のDRU-2を取り付けると、あらかじめ録音し
ておいた音声を送信したり、受信音を録音するこ
とができます。

cwメッセージの録音・再生については「cwの運用
(22ぺ｝ジ）」をご覧ください。

録音

田 希望のモードを設定します。

｜ご注意
FSKモードでは動作しません。

図 VOX/MANスイッチをMANにしま
す。

固 キーボード（付属品）のRECI PLAYス
イッチをRECにします。

団 RECl、 REC2またはREC3キーのい
ずれかを押します。

例）REClを押したとき

I Hp I -
固 もう一度、同じRECキーを押すと、
押しているあいだ、マイクロフォン

により録音できますD

例）REClを押したとき

DD  ,-,, I ,-1 -, 
I LI I 

録音残り時間

固 RECキーを離すと録音は終了しま
す。

もとの動作状態に戻ります。

ご注意

1.録音中にCLRキーを押すと、その内容はすべ
て消去されます。
2.録音中に時間がなくなると、録音は終了し、
自動的にもとの動作状態に戻ります。
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仁E江コ

KEN¥l,CQD 刷、一…一
録音時間はMENUキーで8/16/32秒の範囲で変更す
ることができます。

MENUキーの操作
録音時間の変更

1. MENUキーを押します。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュー番号23を選
びます。サブ周波数表示部に現在の録音時間
の設定値表示されます。
設定：8・16 RECl/ REC2/ REC3 =8/8/16秒
設定：16-32 RECl/ REC2/ REC3 = 16/16/32秒
3. UP/DOWNスイッチてオ刀り換えます。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU表示は終
了します。

再生

回 SEND/RECスイッチを RECにしま
す。

図 VOX/MANスイッチをMANにしま
す。

固 キーボードのREC/PLAYスッチを
PLAYにします。

図 録音したRECキーに対応する PLAY
キーを押すと再生されます。

例） REClに録音した場合はPLAYlキー
を押す。

固 再生中に同じPLAYキーまたは別の
PLAYキーを押すと連続再生になりま

す。

同時に最大3つまでプログラムできます。
待機番号が“一“になると次のPLAYキーを
受け付けます。



｜ 音声の録音・再生 ｜ 
例） PLAYl，再生中に PLAY2, PLA Y3と
続けて押した場合

也r1・1... , tιJ  

固 MONIつまみを回して音量を調整しま
す。

再生が終わるともとの動作状態に戻りま
す。

送信

国 SEND/RECスイッチをSENDにしま
す。

またはVOX/MANスイッチをvoxにしま
す。

国 キーボードの REC/PLAYスッチを
PALYにします。

図 録音した RECキーに対応する PLAY

キーを押すと送信されます。

ALC等の調整は、各モードの送信の項目
をご覧らんください。

マイクロホンからのvox運用をしない場合、 GAINつまみを反
時計方向に回し切りにしておきますと、録音した音声を送信し

たとき、ディレイタイムの影響を受けません。

受信音の録音

REC-3で受信音をエンドレスに録音できます。
このときはPLAY3/REC-3キーはREC-3キーに固定
され、キーボードのVOICEキーがPLAY3キーにな
ります。

国 MENUキーの操作でメニュー番号24
をONに設定します。

ONと同時にREC-3に録音が開始されます。

REC-3のエンドレス録音時聞は、 8秒なの
で8秒以上前の内容は、書き換わります。
(MENU No.25で録音時間を8秒、または
16秒に設定できます。）

8秒または16事少 』｜ 8秒または16秒 ｜ 

,____ 

上書き録音へ

図 REC-3キーを押すと、 8秒前からエン

ドレス録音されている内容が固定さ

れます。

この間も REC-3はエンドレス録音を続け
ています。

この時、 REC-1,REC-2を録音または再生
状態にしますと、エンドレス録音はとぎ
れてしまいます。

固 キーボードのVOICEキーを押すと図の
録音内容が再生されます。

リピート再生

MENUキーの操作でメニュー番号26をONにする
と、プログラムした再生が繰り返されます。止め
るにはCLRキーを押します。（0"52ページ、 MENU
キーの操作とつまみ類）

例） PLAYlだけの場合はPLAYlを繰り
返します。

PLAY! インターパル時間

」 1
1列） PLAY1/PLAY2/PLAY3をプログラ
ムした場合はPLAYl/PLA Y2/PLA Y3を繰
り返します。

↓ PLAY! Jloo池工斗l凡AY3 .,.L什
｜ インターパル時間 ↓ 

MENUキーの操作のメニュー番号27でリピート再
生のインターパルを0～60秒の範囲で設定できま
す。（0"52ページ、 MENUキーの操作とつまみ類）

例） PLAYlだけの再生で、インターパル
を20に設定した場合はPLAYl、20秒休
み、 PLAYl・・・を繰り返します。

ご注意

録音、再生中に電源を切りますと録音
した内容が消去することがあります。
エンドレス録音等の録音、再生を終了
させてからPOWERスイッチをOFFして
ください。
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｜ パネルの各名称一覧表 ｜ 

回国固

…一一一一
回一囚一

国←ページ

名 税1 No. ページ

CLEARスイッチ 13 73 

CLR（クリアー）キー 64 76 

DELAY（ディレイ）つまみ 45 68 

DIM（ディマー）スイッチ 6 76 

ENT（エンター）キー 68 60 

F.LOCKスイッチ 36 65 

FINEスイッチ 35 61 

FULL/SEMIスイッチ 4 67 

GAIN（ゲイン）つまみ 47 68 

IF VBTつまみ 72 67 

KEY SPEEDつまみ 21 67 

M.CH（メモリーチャンネル）RXキー 55 58,69 

M.CH（メモリーチャンネル)TXキー 56 58,69 

M.CH/(VFO CH）つまみ 70 69 

M.INキー 65 69 

M/Sキー 62 62 

MAIN NB LEVEL（レベル）つまみ 23 72 

MENUキー 50 76 

MIC（マイクゲイン）つまみ 32 64 

MIC（マイクロホン）端子 28 65 

名 税1 No ，、1園、－－〉、，〆， 

(M.CH)/VFO CHつまみ 70 61 

I MHz UP/DOWNスイッチ 59 61,69 

455(kHzフィルター）キー 39 71 

8.83(MHzフィルター）キー 38 71 

A(VFO A)RXキー 51 58 

A(VFO A)TXキー 52 58 

A=Bキー 57 59 

AF VBTスイッチ 15 67 

AF VBTつまみ 73 67 

AF（オーディオゲイン）つまみ 74 65 

AGCスイッチ 20 75 

AIPスイッチ 24 76 

ALC/lc METERスイッチ 34 64 

ANTIつまみ 46 68 

AT TUNEスイッチ 18 56 

ATT（アッテネーター）スイッチ 2 75 

B(VFO B)RXキー 53 58 

B(VFO B)TXキー 54 58 

BAND（バンド）／KEYキー 63 60,63, 69 

CARつまみ 43 67 
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｜ パネルの各名称一覧表 ｜ 

園中国甲国
甲固
因

固たジ

回

岡
山

回国
固

名 材、 No. ，、1、固－－〉‘ム，》

MODE（モード）キー 40 64 

MONI（モニター）スイッチ 5 74 

MONI（モニター）つまみ 44 74 

M→VFOキー 66 69 

NBIスイッチ 26 72 

NB2スイッチ 27 72 

NOTCH（ノッチフィ jレター）スイッチ 14 72 

NOTCH（ノッチフィルター）つまみ 7 72 

PHONESジヤツク 19 65 

PITCHつまみ 10 67 

POWER（電源）スイッチ 1 63 

PROC（プロセッサー）スイ、yチ 25 67 

PROCESSOR-IN（入力レベル）つまみ 30 67 

PROCESSOR-OUT（出力レベル）つまみ 29 67 

PWR（送信出力）つまみ 31 64 

QUICK MEMO M. INキー 41 70 

QUICK MEMO MRキー 42 70 

REC/SENDスイッチ 15 63 

RF(RFゲイン）つまみ 75 76 

名 称 No. ，、Eらー－：；.・・；

RIT/XITつまみ 71 73 

RITスイッチ 11 73 

RX<->SUBキー 58 63 

SCANキー 67 76 

SOL(スケルチ）つまみ 8 64 

SSB SLOPE TUNE HIGHつまみ 76 67 

SSB SLOPE TUNE LOWつまみ 77 67 

SUB AF（オーデイオゲイン）つまみ 9 65 

SUB NB LEVEL（レベル）つまみ 22 72 

SUBキー 61 62,65 

SWR/COMP METERスイッチ 33 64 

TF-SETキー 49 59,65 

TF-W（ワッチ）キー 60 66 

THRU/AUTOスイッチ 17 56 

TX VFO/SUBつまみ 69 62 

VOICE（ボイス）スイッチ 37 74 

VOX/MAN（マニュアル）スイッチ 3 68 

XITスイッチ 12 73 

同調つまみ 48 61 
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・音声録音に関する設定

メニュー
機 4月＂i§ 初期設定

番号

REC-1、REC-2、REC-3の録音時間を（8-16=8秒8秒16秒）、 (16-32 = 16秒16秒32秒）
23 切り換えます。設定を16-32にするとサンプリング周波数が1/2になり音質が低下し 8-16 
ます。

24 
REC-3で音声を継続録音するか（ON）、しないか（OFF）を設定します。電源をOFFにす

OFF 
るときは、この設定をOFFにしてください。（録音内容が消える事があります。）

25 
（メニュー番号24がONのとき）

8秒
REC-3の継続録音時間を8秒か、 16秒に設定できます。

26 リピート再生をするか（ON）しないか（OFF）の設定します。 OFF 

27 リピート再生時間のインターパルタイムをO～60秒の範囲で設定します。 10秒

・転送機能に関する設定 （いづれも転送機能のあるセットと接続したときの機能設定です）

メニュー
機 書E 初期設定

番号

09 スプリット周波数転送機能のON/OFFします。 OFF 

10 接続されたセットのVFOに直接書き込みをするか（ON）しないか（OFF）を設定します。 OFF 

11 親機を送信禁止にするか（ON）しないか（OFF）を設定します。 OFF 

ご注意

メニュ一番号11は、 IF,AF回路のミュートのみでRF回路は動作していますので、ミュート時にANT端子に大きなノfワーが加わりま
すと、 RF回路が損傷する可能性があります。大きなノTワーが直接ミュート側のトランシーパーに加わらないようにしてください。

・その他

メニュー
機 五自時己マ

番号

。。 メーターのピークホールド1幾古EをON/OFFします。

01 cwピッチの周波数を表示します。設定はピッチつまみで行います。

02 
ディマー量（ディスプレーの明るさ）を30%～70%の範囲で変えます。（DIMMERスイッ
チがOFFのときを100%とする）．

03 サブ受信周波数表示部にムFの表示機能をON/OFFします。

04 50MHz、144MHz、430MHzのコンパーター対応表示をON!OFFします。

05 
メイン受信とサブ受信とを、異なるモードに設定できる、クロスモード機能を

ON/OFFします。

スピーカのセパレート出力を設定します。

06 
OFFニMAIN+SUB 内蔵スピーカおよび外部スピーカともメイン、サブが出力
l＝中間分離 内蔵スピーカはサブを主体に、外部スピーカはメインを主体に出力
2＝完全分離 内蔵スピーカはサブ、外部スピーカはメインとなり独立した出力

07 
500kHzマーカをON/OFFします。内部マーカ機能をONにすると500KHzごとにマー
カ信号を受信することができます。

08 アンテナチューナーをオート（ON）とマニュアル（OFF）に切り換えます。

28 FSKリノfースをON/OFFします。

例）ディスプレーの明るさを変えたいとき

回POWERスイッチをONにします。
図DIMスイッチをONにします。
国MENUキーをONにします。
＠］ディスプレーにメニュー番号が表示されます。
固M.CH/VFOCHつまみでメニュー番号を02に合わせます。
圏UP/DOWNキーで明るさを調整します。

初期設定

OFF 

50 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

回もう一度、 MENUキーを押し調整した明るさに設定します。設定後はDIMスイッチをOFFにします。
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電源ONによるメニュー操作とつまみ類 ｜ 
いくつかの機能は電源ONによるメニュー操作になっています。

電源ONによるメニュー操作

回 MENUキーを押しながらPOWERスイッチをONします。

電源が入っているときはー亘切って、 MENUキーを押しながら入れ直します。
メモリーチャンネル表示部にメニュ一番号が表示されます。

図 M.CH/VFOCHつまみでメニュー番号を選びます。

TX（送信）周波数表示部に簡単なメニュ一項目が表示されます。
サブ周波数表示部が現在の設定状態が表示されます。

固 UP/DOWNスイッチで希望の設定にします。

固 MENUキーを押すとMENU操作は終了します0

・ビープ音に関する設定

メニュー
機 A目VE 

番号

各スイッチまたはキーを押したときのビープ音をON/OFFします。
50 ビープ音の音量は、セット内部のボリュームで変えることができます。

(Cr/82ページ、 ビープ音の音量調整）

51 
（メニュー番号50がONのとき）
モードアナウンス機能のON（モールス）／OFF（ビープ音）ができます。

警告モールス機能をON（モールス）／OFF（ビープ音）します。（メニュー番号50がONの時）
警告モー／レス機能

52 次のような状態のとき、モールス符号をスピーカーから出します。
メモリースキャンできなし刈犬態でSCANキーを押した CHECK 
テンキーで周波数を入力している時、動作範囲を超えた OVER 

eFSKモードに関する設定

53 FSKリノてースをON/OFFします。

54 
FSK送信のキーショートのときに、スペース送信（ON）／マーク送信（OFF）を切り換え
ます。

55 FSKモードのシフト幅を170,200, 425, 850Hzの中から選択します。

56 FSKモードの受信トーンHIGH(2125Hz)/LOW(l275Hz）を切り換えます。

eFMサブトーンに関する設定

57 ｜トーン周波数を設定します。

58 ｜サブトーンをノてースト肋）か連続（c）に切り換えます。

・周波数表示に関する設定

74 

75 

周波数表示をlOHzまで表示するか（ON），しないか（OFF）を設定します。

アナログスケールのフルスケールレンジをlMHz(lOOOKHz）またはlOOKHzにしま
す。

eRIT/XITに関する設定

67 

68 

54 

RIT/XITスイッチがOFFのときでもRIT/XITの周波数を表示する（ON）しない（OFF）の
ヱ可1 ，＿，＿守

訳疋。

CLEARキーを押したときRIT/XITの変化量をメイン表示へ転送する機能をON/OFFし
ます。

初期設定

ON 

ON 

ON 

OFF 

OFF 

170Hz 

2125Hz 

88.5Hz 

C 

ON 

1000 

ON 

OFF 



電源O肌よるメニュー操作とつまみ類 ｜ 
・周波数ステップに関する設定

メニュー
機 4開....芭 初期設定

番号

63 
同調つまみの1回転の変化量を5KHzかlOKHzに切り換えます。（FINE機能がONのと

lOkHz 
きを除く、また、モードがSSB/CW/FSKのとき。 FMモードは25KHz/50KHzで、す。）

64 
M.CH/VFO CHつまみのステップ周波数をlkHzからlOkHzまでlkHz単位で切り換え

lOkHz 
ます。

65 
(AMモードのBC帯のみ）M.CH/VFOCHつまみのステップ周波数をlOkHzか9kHzに切

9kHz 
り換えます。

66 
UP/DOWNスイッチのステップをlkHz～lOkHz(lkHz単位）、 500kHz、1MHzに切り換

1MHz 
えます。

・メモリーに関する設定

60 
メモリーチャンネルを呼出している時、向調つまみで周波数を一時的に変更するか

OFF 
(ON）、しないか（ OFF）を設定します。

62 M.INを押したとき自動的にチャンネルがUPする機能をON/OFFします。 OFF 

72 プログラムスキャンホールドのON/OFFができます。 OFF 

・その他
AGCスイッチのAUTOポジション時定数を設定します。

SSB は1
59 モード（SSB,CW,FSK）ごとに独立して設定されます。（1ニSLOW,2= MID,3二 FAST)
FSKモードはFASTに固定されており、＂一一一一”が表示されて設定できません。

cwは3

バンドメモリー設定ができます。設定内容は
61 HALF:l周波数のみ、 ALL:2モード、フィルターも含む、 OFF ALL 
のいづれかです。

(MENU機能のメニュー番号12がOFFのとき）
69 エレクトロニックキーヤー使用時の、チャタリング吸収をするか（ON）、しない（OFF) ON 
を設定します。

70 
cwメッセージを再生中、 FULL/SEMIスイッチをSEMIに固定する（ON）、しない

OFF 
(OFF）の設定をします。

71 SSBオートモードF幾青EをON/OFFします。 ON 

73 モードごとのフィルターの選択を制限する機能をON/OFFします。 ON 

76 
スプリット運用中、送信周波数のメイン、サブ聞の移動をON/OFFができます。

OFF 
（メイン周波数表示部とTX（送信）周波数表示部の周波数が、入れ替わります。）

77 
バンドスコープ（SM-230 別売）がlOOkHz/ 250kHzスパンの時、サブマーカ表示を

OFF 
ON/OFFします。 ONに設定した場合SM-230のマーカ表示がずれることがあります。

78 
RX ...... SUBキーの機能を、メイン周波数とサブ周波数が入れ替わる（CHANGE）にする

CHANGE 
か、メイン周波数をサブ周波数に転送する（COPY）にするかの設定ができます。

ファンクションキーの受信側のA(VFOA)RXキー，B(VFOB)RXキー，M.CH（メモリー

79 
チャンネル）RXキーを押したとき、送信側のファンクション｛ A(VFO 

ON 
A)TXキー，B(VFOB)TXキー，M.CH（メモリーチャンネノレ）TXキー｝が連動する（ON）、し
ない（OFF）を設定します。
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オート・アンテナ・チューナーの操作とつまみ類 ｜ 

THRU/AUTOスイッチ

iユOFF/ATTUNE ..o. 

AT TUNEスイ yチ

本機のアンテナチューナーは、 20～1500(SWR約
2.5. 1）の範囲で向調をとることができます。

一度チューニングをとると、そのアマチュアバン
ドでのチューニング状態を記憶するプリセット・メ
モリー機能を持っています。
違うバンドから戻ったときは、この機能が自動的
に働いて、メモリーされているチューニング状態
に設定され、チューニングに要する時聞が短くな
ります。

ご注意

アンテナチューナーは、 SWR値の高いアンテナ
のSWR値を低くすることができますが、電力を
有効に空間に送り出すためには、正しく調整さ
れたSWR値の低いアンテナを使うことが重要で
す。
接続するアンテナ系のSWRが整合範囲外の場合
は、無理に同調をとらずにアンテナ系を調整し
てからご使用ください。

⑫ THRU/AUTOスイッチ

内蔵のオートアンテナチューナーを使用する時の

スイッチです。

AUTO（.－.）にすると、送信時オートアンテナチュー

ナー使用となります。

THRU（スルー）（•）にすると、オートアンテナ

チューナーは使用されません。

⑬ AT TUNEスイッチ

THRU/AUTOスイッチカヨAUTOのとき、このス

イッチをON（且）にすると、 cwモードで約lOWの
POWERでの送信状態となり、自動的にアンテナ
とのマッチングを行二います。
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MENUキー

TX VFO/SUBつまみ

Qi口

Eヨ匡雪｜
UP/DOWNスイッチ

lオートチューンモード｜
回 THRU/AUTOスイッチをAUTO（且）に
します。

図 ATTUNEスイッチを押します。

C羽7モードになり、 ATTUNEインジケー
ターが点灯し、チューニングを開始しま
す。

固チューニングが完了するとATTUNE 

インジケータが消えます。

約20秒しでもチューニングが完了しない場
合は、ビープ音の警告が出ます。

ご注意

初めて使用するときは、チューニングが取
れないことがあります。このときには何度
かAT-TUNEスイッチをON/OFFします
と、チューニングが取れる場合がありま
す。

固 ATTUNEスイッチを、もう一度押し

て解除します。

受信に戻ります。

チューニングが取れない場合は、オートチューン
モードではマッチングが取れませんので、マニュ
ア／レモードで調整します。（0'57ページ、マニュア
Jレチューンモード）



I オート・アンテナ・チューナーの操作とつまみ類 ｜ 

｜プリセットモード l
回 THRU/AUTOスイッチをAUTO（且）に

ご注意

します。

AT TUNEインジケーターが点灯し、プリ
セットされます。

プリセットが完了するとATTUNEインジ
ケーターが消えます。

1.プリセット中は、送信できません。
2.アマチュアバンド切り換え時のプリセット状
態では、前回のチューニング完了時に比べて
SWRが増加することがあります。このとき
は、 ATTUNEスイッチをONにしてチューニ
ングをとり直してください。

lマニュアルチューンモード l
オートチューンができないときに、手動で同調を

とるモードです。はじめにMENUキーの操作でマ

ニュアノレモードに設定します。

． マニュアルモードにする
田MENUキーを押します。

サブ周波数表示部がMENUキーによる設
定表示になります。

国 M.CHI VFO CHつまみを回して、メ
ニュー番号08を選択します。

TX（送信）周波数表示部にメニュー項目
が、また、サブ周波数表示部には現在の

設定状態が表示されます。

固UP/DOWNスイッチで設定をOFF（マ
ニュアルチューンモード）にします。

固 MENUキーを押します。

MENUキーの操作を終了します。

． チューンニング
回THRU/AUTO（且）スイッチをAUTOにし
ます。

園ATTUNEスイッチを押します。

固SWRメーターを見ながら同調つまみと
TX VFO/SUBつまみを交互に回して
SWR値が最小になるように調整しま
す。

チューニングが完了すると、 AT TUNE 
インジケーターが消えます。その状態が
そのアマチュアバンドのプリセットデー
タとしてメモリーされます。
一度AT TUNEインジケーターが消えた
あとは、つまみを回しでもチューニング

は行われません。

チューニング動イ乍中にATTUNEスイッチを押
してチューニングを止めると、その状態がそ
のアマチュアバンドのプリセットデータとし
てメモリーされます。

固 AT TUNEスイッチを、もう一度押し
て解除します。

受信に戻ります。

ご注意

マニュアルモードでもSWRが下がらない場合
は、アンテナのSWR調整を行ってください。

． マニュアルモードを解除する
回MENUキーを押します。

サブ周波数表示部がMENUキーによる設
定表示になります。

図M.CH/VFOCHつまみを回して、メ
ニュー番号08を選択します。

TX（送信）周波数表示部にメニュー項目
が、また、サブ周波数表示部には現在の
設定状態が表示されます

固 UP/DOWNスイッチで設定をON（オー
トチューンモード）にします。

四MENUキーを押します。

MENUキーの操作を終了します。
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VFO A、Bとメモリーチャンネルの切り換え操作とつまみ類 ｜ 
シンプレックス運用／スプリット運用 ｜ 

TF SETキー

'@ Ii D " 

③0 

VFO AとVFOBには異なる周波数が設定できま
す。

2つのVFOは、どちらか一方のVFOだけで送受信

する（シンプレックス）こともできるし、一方を送

信、他方を受信（スプリット）にする、 2通りの使い
分けができます。

更にメモリーチャンネルを加えると、メモリー
チャンネルのシンプレックス、 VFOとメモリー
チャンネJレでのスプリット運用が出来ます。

VFO A,VFO BとM.CHの送信および受信の関係は
下記の表のようになります。

FUNCTION 

RX TX 
VFOA VFO B MEMORY 

VFO VFO 

A A 送受信

B B 送受信

M.CH M.CH 送受信

A B 受信 送信

A M.CH 受信 送信

B A 送信 受信

B M.CH 受信 送信

M.CH A 送信 受信

M.CH B 送信 受信
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RX TX 

A. RXキー A TXキー

B RXキー 日TXキー

M. CHTXキー M. CHRXキー

A=Bキー

⑧ A<VFOA)RXキー

押すとVFOAの周波数が受信周波数として呼び出
されます。

⑨ A<VFOA>TXキー

押すとVFOAの周波数が送信用周波数として呼び
出されます。

⑧ B<VFOB)RXキー

押すとVFOBの周波数が受信周波数として呼び出
されます。

⑧ Bcvrns>TXキー

押すとVFOBの周波数が送信用周波数として呼び
出されます。

⑧ M田CH＜メモリーチャンネル＞RXキー

押すと最後に操作したメモリーチャンネノレが受信
周波数として呼び出されます。

⑧ M.CH＜メモリーチャンネル＞TXキー

押すと最後に操作したメモリーチャンネルが送信
周波数として呼び出されます。



I VFO A、Bとメモリーチャンネルの切り換え操作とづね類 ｜ 

⑨ A==Bキー

VFO AとVFOBを一致させるキーです。
A=Bキーを押すと非動作のVFOの周波数・モード
およびフィルターが、受信中のVFOと同じになり
ます。

送信中や、メモリーチャンネル受信のときはA=B
キーは重ttrf乍しません。

（例）
RXVFO Bが14恥1HzUSBのとき、
VFO Aで7MHzLSBを受信中に
A=Bキーを押すと、
VFO Bも7MHzLSBモードになります。

受信側のファンクションキー（RXA,RX 

B,M.CH(RX）キー）と、送信側のファンクション

キー（TXA,TX B,M.CH(TX）キー）の連動する

(ON）、しない（OFF）の設定（ケ55ページ、 電源ON

による MENUキーの操作とつまみ類、 MENU

No.79）をONに設定したとき、 RXキーを押すと

TXも同じVFOになります。また、設定をOFFに

しますと、受信側を変えても送信側は変わりま

せん。

SPLITによる交信をしたいときは、 RXと異なる

VFOのTXキーをf申してください。
たとえば、受信をVFOAでおこなっているとき

は、送信をVFOBにします。

常Ac)1=11=1 
日

1=11=1 
I M. CH I 

。送信
1=11ー｜

⑩ TF-SETキー

送信周波数と受信周波数が異なるスプリット運用
でのチェックを容易にするため、本機ではTF-SET
キーを設けてあります。

TF-SETキーは、押している間自局の送信周波数が
受信出来ます。

送信する前にその周波数を受信して混信等の
チェックができます。

ただし、受信中のフィルター、 SSBのス
ロープチューン、 VBTはもとの受信周波
数で設定したものになります。

さらに周波数の設定もできます。この機能はシン
プレックス運用中でも RITまたはXITがONの（送
信、受信の周波数がことなる）ときは、動作をしま
す。

回受信状態でTF-SETキーを押し続けま
す。

周波数表示は送信周波数に変わり、送信

周波数を受信します。（送信時は動作しま
せん。）
TF-SET中も送信できます。

ご注意

サブ受信がONのときは、 TF-SETの聞
はサブ受信はOFFになります。

図 TF-SETキーを押したまま同調つまみを
回すと、送信周波数が変わります。

変更した周波数で受信しています。この
とき、サブ周波数表示の位置に、

I ,-

a’． 
I ,-,-1 
＇・コ u

のように、送信、受信周波数の差を表示
します。

直送信周波数の設定が終わったら、 TF-
SETキーを離します。

もとの受信周波数に戻ります。

ご注意

向調つまみを回したときは、変更した周波数が
送信周波数になります。
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送信と受信の基本操作用のつまみ類 ｜ 
METERスイッチ

POWERスイッチ

仁二コ1::;F

REC/SENDスイッチ

iユREC/SEND .=. 

Eコ
長三一一コ

MIC 

つまみ

① POWERc電源）スイッチ

本機の電源をON-OFFするスイッチです。押した
状態で電源が入ります。

⑮ 

POWER 

,, 11 
且且

ON 

OFF 

REC/SENDスイッチ

送受信を切り換えるスイッチです。 RECの位置で

受信状態、 SENDの位置で送信状態になります。

⑧ RX-SUBキー

サブがONのとき（サブ受信動作のとき）働く機能で

す。 CHANGEとCOPYの機能が選択できます。

(Cr55ページ、 MENUN0.78) 

1. CHANGE 
メインがVFO動イ乍のとき、 RX.-. SUBキーをt甲
すと、押すたびにメインの受信周波数・モードと

サブの受信周波数・モードとが入れ替わります。
CLRキーをt甲しながらRX-SUBキーをt甲すと、
メインの受信周波数・モードがSUBに転送されメ
インとサブが同じになります。

メインがメモリーチャンネノレ動作のとき、 RX
.-. SUBキーを押すと、メインの受信周波
数・モードがサブに転送されメインとSUBが同じ
になります。（入れ替えはおこないません。）

2. COPY 
RX.-. SUBキーを押すと、メインの受信周波数・
モードがサブに転送されメインとSUBが同じに
なります。

RX<-->SUBキー

⑮ BANDcバンド）／KEY

BAND/KEYには下記の3つの異なる機能がありま

す。

1. 
2. 

3. 

バンド切り換え

メモリーチャンネノレの選択

メモリーチャンネルの操作とつまみ

類（Cr69ページ）

周波数のダイレクトイン

周波数の設定用のつまみ類（白60ペー

ジ）

バンド切り換え
ワンタッチでアマチュアバンドが切り換わりま

す。

キー 呼称 初期値
周波数範囲

[MHz] 

1.8 160mバンド 1.800 1.9075～1.9125 

3.5 80mノfンド 3.500 3.5～3.575 

3.5 80mノfンド 3.500 3.791～3.805 

7 40mバンド 7.000 7.0～7.1 

10 30mノfンド 10.100 10.1～10.15 

14 20mバンド 14.000 14.0～14.35 

18 17mバンド 18.100 18.068～18.168 

21 15mバンド 21.000 21.0～21.45 

24.5 12mバンド 24.900 24.89～24.99 

28 10mバンド 28.000 28.0～ 

29 10mバンド 29.000 29.0～29.7 
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送信と受信の基本操作用のつまみ類 ｜ 

⑩ MODE＜モード）キー

LSB、USB、C羽人 FSK、AM、FMまたは DATA

モードを選択するキーです。

｜モードアナウンス機能

キーを押すと、そのモードの最初の一文字
のモールス符号がスピーカーから出力され
ます。

モード モールス符号

LSB (SSB) L ． 岡田園咽 ． ． 
USB (SSB) u ・・ー

cw C ー開閉園 ． 園田F ． 
CW-R CR 田園ー－ ・ーー－－ ・ ・一・

FSK R ・一・

AM A ・－

FM F ・・－－－－・

この機能は、電源投入時の機能設定により
ビープ音にすることができます。（0"54ペー
ジ、電源ONによるメニュー操作とつまみ類
MENU No.51) 

DATAモード

SSB/AM/FMモードでは、モードキーを2度押すと

DATAモードとなります。

モードアナウンスに続いてDATAモードを示す

“D“のモールス符号“一・・“を出力します。ま

た、 DATAインジケーターが点灯します。

FSKモードは、選択されたとき自動的に

DATAモードとなります。

SSBモードでパケット通信やRTTY通信を行う時

は、 DATAモードにしてください。マイクロホン

からの信号はOFFになり、背面ノfネノレのACC2コ

ネクターから入力したデータ用信号によって変調

がかかります。また、この時は通常のSSBモード

に比べ、送信信号の立ち上がりが高速になりま

す。

FMモードのときは、スケルチの時定数が高速にな

ります。

いずれかのモードキーを押しますと、 DATAモー
ドは解除されます。
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⑧ SQL（スケルチ）つまみ

無信号時の雑音を消したい場合、このつまみを時

計方向にゆっくり回し、雑音が無くなる位置（スケ

ノレチ・スレッショルド・ポイント）にセットします。

このようにSQLつまみを調整すると、一定レベル

以上の信号が入ってきたときだけ音が聞こえま

す。

⑧ PWR＜送信出力）つまみ

すべてのモードのパワーコントロールを行いま

す。時計方向に回し切ったとき最大出力です。

⑧ SWR/COMP METERスイッチ

送信時のメーター指示をSWR表示（初期値）または

コンプレツサーレベル表示に切り換えます。

SSBモードでスピーチプロセッサーを動作させた

ときは、コンプレツションの量を指示します。

⑧ ALC/lc METERスイッチ

ALC側のときはALCの動作状態を指示します。

Ic側のときはファイナルFETのドレイン電流を指

示します。

Icメーターは通常使用する電流値付近で調整され

ており、アイドリング電流などの微小電流では正

しく指示しない場合があります。

⑨ MIC＜マイクゲイン）つまみ

SSB、AMモードのマイクゲインを調整します。

SSBでは送信時にALCメーターの振れがALCゾー

ンを超えないように調整します。



送信と受信の基本操作用のつまみ類 ｜ 
TF-SETキ－ SUBキー

PHONES 

ジヤック

F. LOCKスイッチ

⑬ PHONESジャック

ヘッドホン用の音声出力ジャックで、ステレオ出

力です。

⑧ MIC（マイクロホン）端子

マイクロフォンを接続するコネクタです。端子の

接続は下図のようになっています。

前面パネル側から見た図

⑧アース（GND)

①マイクロホン
⑦アース
（マイクロホン用）

②PTT（スタンパイ）
スイッチ

⑥NC 

③DOWN 

④UP 
⑤8V（最大IOmA)

⑧ F.LOCKスイッチ

表示周波数やモードなどをロックするキーです。

ロックH寺で与もTF-SETキー、 RITスイッチ、 XITス

イッチ、 CLEARスイッチおよびRIT/XITつまみは

動作します。

AFつまみ

⑪ SUBキー

サブの受信がON/OFFします。

［ご注意
SSB、cw、FSKモードのとき動作します。

⑨ SUB AFcオーディオゲイン）つまみ

サブの音量を調整するつまみです。時計方向に回
すと音量が大きくなります。

⑩ TF-SETキー

スプリット動作時に送信周波数を一時的に受信す

るときに使用します。

⑫ AFcオーディオゲイン）つまみ

音量を調整するつまみです。時計方向に回すと音
量は大きくなります。

ご注意

ビープ音およびサイドトーンの音量は一定で
す。 AFつまみでは調整できません。
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i 送信と受信の基本操作用のつまみ類（TX／サブバンド系） ｜ 
二波同時受信とTF-

｜ニ波同時受信とTF-W機能

メイン／サブの二波同時受信機能と、 TF-
使うと、 DXぺデイシヨンなどでスプリツト運用を
能率よく行なえますo

回メイン周波数にDX局を受信します。

図 SUBキーをONにします。

サブ受信が開始します。

園 CLRキーを押しながらRX-SUBキーを
f甲します。

メイン周波数がサブ送信周波数に転送さ
れます。

固自分の送信したい周波数を TX
VFO/SUBつまみでサブに設定します。

このままではサブで合わせた周波数で送
信することはできません。

固 TXVFOをBにします。

スプリット状態となり SPLIT表示が点灯
します。

固 TF司Wキーを押します。

サブの受信周波数が送信VFOにセットさ
れます。 TF日7表示が点灯しサブの受信周
波数表示のところには、メイン周波数差
（ムF）が表示されます。 MENUキーの操作
でムFの表示をしない設定もできます。
(Cr 53ページ、 MENUキーの操作とつまみ
類 MENUNo.03) 

回 TXVFO/SUBつまみを回すだけでサブ
の受信周波数と送信周波数を同時に変更

できます。

M/Sキーを押すと、サブ周波数（送信周波
数）を同調つまみで可変でき操作性が上が
ります。

TF-Wcワツチ）キー

送信周波数をワッチするキーです。

⑩ 

E亘巨三コ

スプリット運用のとき、送信する前にその周波数
をワッチするための機能です。
サブ周波数はTXVFO/SUBつまみで可変できま
す。

・サブがOFFのとき
TF羽7キーを押すと、メインの送信周波数が
サブにコピーされ、サブで受信します。

（例1)
受信周波数：14.000MHz

送信周波数：14.200MHz

SUB受信周波数：OFF

のときTF-Wキーを押すとサブがONとな

り、 TX（送信）周波数表示部に14.200MHzが

表示されます。サブ周波数表示部には、

ムF（メインとサブの差）が表示されます。

サブで送信周波数を受信することができま

す。
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・サブがONのとき
TF-Wキーを押すと、サブで受信中の周波数
がサブの送信周波数にコピーされ、サブ
TX（送信）周波数が書き換わります。

（例2)

受信周波数：14.000MHz

送信周波数：14.200MHz

SUB受信周波数：14.100MHz

のとき TF川「キーを押すと送信周波数が

14.100MHzとなります。

ご注意

1. TX VFOがM.CHのとき、またはRXVFO, TX 
VFOともM.CHのときは動作しません。
2.サブ受信部のRFバンドパスフィノレターは、メ
イン受信部と共用しているため、メインの周
波数から大きく離れると、サブ受信感度が悪
化することがあります。
3.メインとサブの周波数の組み合わせによって
はビート音が聞こえることがあります。これ
はセットの周波数構成によるものです。
4，サブ受信のAGCは、 MIDとほぽ同じ時定数に
固定されています。
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I SSB/CWの操作とつまみ類 ｜ 

PROCESSOR OUT PROCESSOR IN 

つまみ つまみ

⑮ SSB SLOPE TUNE HIGHつまみl
SSE受信のとき、高音部の混信を除去するつまみ

です。

｜⑫ SSB SLOPE TUNE LOWつまみ｜

SSE受信のとき、低音部の混信を除去するつまみ

です。

⑧ PROCcプロセッサー）スイッチ

SSEで送信時、このスイッチをONにするとスピー

チプロセッサーが動作します。

｜⑧ PROCESSOR-OU Tc出力内レ）つまみ｜

スピーチプロセツサーの出力レベルを調整するつ

まみです。つまみの調整は、 ALCメータ指示にお

いてALC、ノーンを越えないようにあわせます。

l⑩ PROCESSOR-I NcA:tJレベル）つまみ｜
スピーチプロセッサ一回路への入力レベルを変え

るつまみです。

このつまみで、コンプレツションレベルを変えら

れます。コンプレッションレベルは、 lOdB以内で

お使：いになることをおすすめします。

④ FULL/SEMIスイッチ

cwモードで、送受信の切り換え方式を選択する
スイッチです。

SSB SLOPE TUNE LOWつまみ

AF VBT 
つまみ

SSB SLOPE TUNE HIGHつまみ
IF VBT 
つまみ

⑧ KEY SPEEDつまみ

エレクトロニックキーヤーのスピードを変えるつ

まみです。時計方向に回すほど速くなります。

｜ ⑩ PITCHつまみ

cw受信のときトーンを希望のピッチに設定する
つまみです。
周波数は400HzからlOOOHzまで20Hzステップで変
わります。この周波数は MENUキーの操作
(MENU No.01)で表示てネきます。

⑮ AFVBTスイッチ
AF Variable Bandwidth Tuner 

cw受信のとき、 ONにすると混信を除去するAF
VETカま重力f乍します。
AFVBTつまみを回すと調整できます。

⑮ AFVBTつまみ
AF Variable Bandwidth Tuner 

cw受信のとき、混信を除去するつまみです。 AF
VBTスイッチがONのとき動作します。

⑫ IFVBTつまみ

cw、FSK、AM受信のとき、混信を除去するつま
みです。（0"18ページ、 29ページ）

⑬ CARつまみ

cw、AM運用時のキャリアレベルを調整するつま
みです。

反時計方向で出力が低下します。

つまみは押すと飛び出します。もう一度押し込む

と元の状態に戻ります。
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VOX＜ボックス）／運用（送受信切り換え）の操作とつまみ類 ｜ 
SSB、FM、AMモードで有効 ｜ 

VOX/MANスイッチ

…6 φ a-GAINつまみ
VOX／乱1ANスイッチをONにしますと、マイクロ
フォンに入力される音声信号によって受信、送信
の切り換えができます。

DELAYつまみとGAINつまみを調整して、送信の
立ち上がりにおいて、音声の頭切れがでないよう
に設定します。

DELAY/ ANTI/GAINつまみは、押すと飛び出し
て、回せるようになります。誤操作防止のため通
常は押し込んでおいてください。

③ VOX/MAN＜マニュアル）スイッチ

SSB、FM、AMモードのとき押すとvox運用にな
ります。

また、 cwモードの時はブレークイン運用になり
ます。
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⑩ DELAY＜ディレイ）つまみ

右（時計方向）に回すと送信から受信への切り換え

時聞が長くなります。

⑥ GAIN＜ゲイン）つまみ

voxアンプの利得を調整するつまみです。
右（時計方向）に回すと感度は高くなり、より小さ

な音声にも反応するようになります。

⑩ ANTIつまみ

スピーカーの音をマイクが受けてvox回路が動作
しないようにスピーカーの音に対する感度を調整

するつまみです。

右（時計方向）に回すと感度は高くなり、より大き

な音でもvoxが働かなくなります。
PHONEジャックにヘッドホンを接続している時
は、 ANTIVOXは動作しません。



I メモリーチャンネルの操作とつまみ類 ｜ 

BAND/KEYキー

Eヨ81

巨豆己 1MHz CJ!己

M→VFOキー山
一
M
キ

M→VFOキー

メモリーチャンネルの周波数をVFOにシフト（転

送）するときに押します。

⑧ M.INキー

メモリーしたり、メモリー内容をチェックするた

めにメモリーチャンネルをスクロールするときに

押します。

MENUキーの操作で、設定をONすることによ

り、 M.INキーを押す毎にメモリーチャンネルが1

チャンネルずつアップする（オートインクリメン

ト）にもできます。（0'55ページ、電源ONによるメ

ニュー操作とつまみ類MENUNo.62) 

⑧ 

BAND＜バンド）／KEYキー⑧ 

BAND/KEYキーには下記の3つの異なる機能があ

ります。

1. 

2. 
3. 

メモリーチャンネルの選択
M.CHキーを押してメモリーチャンネルで送受信

しているとき、またはMEMORYのM.INキーを押

してメモリーを書き換え操作中には、 1～9、Oキー

でメモリーチャンネノレを直接変更できます。

MENUキーの操作
1. MENUキーを押しながら、 POWERスイッチ
をONにします。
2. M.CH/VFO CHつまみでメニュ一番号62を選
びます。サブ周波数表示部に現在の設定状態
が表示されます。
3. UP/DOWNスイッチで、オートインクリメント
する（ON）しない（OFF）を設定します。
4.もう一度MENUキーを押すとMENU操作は終
了します。

押すと最後に操作したメモリーチャンネノレが受信
周波数として呼び出されます。

M.CH＜メモリーチャンネル）RXキー⑧ 
1MHz UP/DOWNスイッチ⑧ 

1MHz UP/DOWNスイッチには、下記の3つの異な

る機能があります。
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1MHzステップで周波数を切り換える。

（白60ページ、 周波数の設定用のつまみ

類）

区間指定メモリーのスタート周波数／終

わりの周波数を呼び出す。

メニュ一時にメニュー内容の変更、設定

をする。（CT52ページ、 MENUキーの操

作とつまみ類）

1. 

押すと最後に操作したメモリーチャンネルが送信

周波数として呼び出されます。

M.CH＜メモリーチャンネルlTXキー⑮ 

バンド切り換え

（白63ページ、 送信と受信の基本操作用

のつまみ類）

メモリーチャンネルの選択

周波数のダイレクトイン です。

(CT60ページ、 周波数の設定用のつまみ

類）

2 

⑮ M.CH/(VFO CH）つまみ
(VFOCHつまみの機能は61ページに記載） 3. 

メモリーチャンネメモリーチャンネル動作時に、
lレを変更するつまみです。



「 クイックメモリーチャンネルの操作とつまみ類 ｜ 

Eコニ：（’ h.::I「一一一一一一一一一一一一一
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クイックメモリーは、メモ用車氏のように｛吏うため
のメモリーです。ワンタッチでメモリー書き込み
が出来るので、メモリーしたいと思ったときすぐ
｛吏えます。

クイックメモリー (Cr42ページ）

⑪ QUICK MEMO M.INキー

クイックメモリーにメモリーを入力するキーで

す。

⑫ QUICK MEMO MRキー

クイックメモリーのメモリーを呼び出すキーで

す。



I 8.83/455フィルターの操作とつまみ類 ｜ 

8.83MHzフィルターは6kHz、2.7kHz、500Hzの3

種類、 455kHzフィルターは 12kHz、6kHz、

2.7kHz、500Hzの4種類のフィルターがあります。

（一部のフィルターは、オプションです。）

フィルターの帯域幅はモードによって異なりま
す。初期設定値は下表のとおりです。

8.83MHz 455kHz 
初期設定値

フィルター フィルター

SSB,CW,FSK 2.7k 2.7k 

AM 6k 6k 

FM 無表示（※） 6k 

（※FMモードのときは8.83フィルターは動作しません。）

8.83MHzフィルターと455kHzフィルターの帯域幅

がほぼ等しいものを選べば、総合帯域幅は表示さ

れた幅より狭くなります。（下の表中の合印）

例えば、
8.83MHzフィルターに 2.7kHz
455kHzフィルターに 2.7kHz

の組み合わせでは、総合帯域幅は約2.4kHzとなり
ます。

フィルターは、各モードごとに選択できる帯域幅
を制限しています。例えば、 cwモードでは
2.7KHz～250KHzとなっています。また、 MENU
キーの操作で、すべてのフィルターが選択できる
設定もできます。 （Cr55ページ、電源ONによる
MENUキーの操作とつまみ類、 MENUNo.73) 

匡ヨE三コ

⑧ 8.83CMHzフィルター）キ－

8.83MHzのフィルターを選択するキーです。

8.83キーを押すたびに帯域幅表示が切り換わりま

す。

「 ⑧ 455CkHzフィルター）キー
455kHzのフィノレターを選択するキーです。

455キーを押すたびに帯域幅表示が切り換わりま

す。

FMモードのときはデビエーション切り換えキーと

なります。 12k表示のときは±5kHzデピエーショ

ン、 6k表示のときは±2.5kHzデ、ピエーションとな

り、フィノレターはそれぞれ12kHzまたは 6kHzが選

択されます。

SUBおよびM/Sキーでサブ受信を選択していると

きは、サブ受信部のフィルター(10.695MHz）を選

t尺します。

8.83MHzフィルターと455kHzフィ Jレターを組み合せた場合の総合聖域幅

12kHz 6kHz 2.7kHz 500Hz 
250Hz 
YG-455CN-1 

無表示（LCフィルター） 12kHz(FMのみ） 6kHz 2.7kHz 500Hz 250Hz 

6kHz 6kHz *5kHz 2.7kHz 500Hz 250Hz 

2.7kHz 2.7kHz 2.7kHz *2.4kHz 500Hz 250Hz 

l.8kHz 
1.8kHz l.8kHz l.8kHz 500Hz 250Hz 

YK-88SN-1 

500Hz 
500Hz 500Hz 500Hz *400Hz 250Hz 

YK-88C-1 

270Hz 
270Hz 270Hz 270Hz 270Hz 250Hz 

YK-88CN-1 

• YK-88SN-l、 YK-88CN-l、YG-455CN-l、YG-455S-lは別売です。
• YK-88C-lとYK-88CN-lは、どちらかひとつしか取付けができません。ディスプレーのフィルターの表
示も、 [[QQJまたは Cm]のどちらかとなります。
・オプション用のフィルター表示は、そのオプションが組み込まれていない場合はスキップします。
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I NOTCH（ノッチフィルター）／NB（ノイズプラン力一）の操作とつまみ類 ｜ 

NOTCH SQL 

,OlCH---@--SOL . ' . 

EコEコEコ

受信信号にcwのような単信号のビート混信があ
る場合、その周波数にだけ大きな減衰を与えるの
がノッチフィルターです。
FMを除くすべてのモードで、約400～2600Hzの範囲
で重hイ乍します。

｜ ⑭ NOTCHcノッチフィルター）スイッチ
ONにするとノッチフィルターが働きます。

⑦ NOTCHcノッチフィルター）つまみ

つまみを回して混信が最小となるように調整しま
す。

受
信
信
号

HOTC, ---@-SOL 

ノッチスイッチOFF
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ノッチ回路の動作（LSBモードの場合）

ご注意

1. NOTCH周波数が目的の信号（SSB）の周波数と
等しい場合は目的の信号も多少減衰します。
これは故障ではありません。
2.ノッチは非常にシャープな減衰特性を持つ
フィルターであるため、しばらくすると調整

ポイントがずれる場合があります。その場合
はもう一度調整してください。
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MAIN--@-SUB 

窃 口な，：：. 刷，＿，，＿... 
．ム・ ・4 ・

EコEコ
⑧ NBlスイッチ

自動車のイグニッションノイズのようなパルス性

ノイズがあるときONにします。

NB LEVELつまみで動作レベルを調整します。

⑫ NB2スイッチ

ウッドペッカーがあるときONにします。
（ウッドペッカー：

レーダーノfノレスによるノイズの通称）

NB LEVELつまみで動作レベルを調整します。

⑧ MAIN NB LEVELcレベル）つまみ

メインのノイズプランカーの動作レベルを調整す
るつまみです。

ご注意

NB LEVELつまみを反時計方向へ回し切ると、
ノイズプランカーは効かなくなります。

⑫ SUB NB LEVELcレベル）つまみ

サブのノイズプランカーの動作レベルを調整する
つまみです。

ご注意

1. ブランキングパルスにより音がとぎれます
が、これは信号のブランキング時間が長くな

るためで、異常ではありません。
2. ノイズのタイプによっては、ウッドペッカー
に対するノイズブランキング効果が少ない場
合があります。

より良〈使いこなす

メイン周波数の近くでサブ受信をオンにし、サブのオーディ

オを出さずに、サブ周波数を変化させながら、メインのノイ

ズプランカー効果がいちばん良好に得られるポイントを探し

ます。 NBLEVELつまみは、 SUB側のつまみを調整します。

これはサブ受信部を、メインのノイズ専用受信機として利用

するものです。



I RITとXITの操作とつまみ類 ｜ 

仁コ｜ 仁二コ｜ 亡コ

R 1 T /X! T 。
メインで交信中の周波数を変えないで、その近く
の周波数を受信したり（RIT）、送信する（XIT）場合
などに｛吏用します。

あらかじめRIT/XITつまみでシフト周波数を設定
してから、 RITスイッチ・XITスイッチをONにして
もRIT/XIT操作になります。

MENUキーの操作でRIT/XITスイッチがOFFのと
きに、 RIT/XIT周波数を表示する（ON）しない（OFF)
の設定ができます。（Cr54ページ、電源ONによる
MENUキーの操作とつまみ類MENUNo.67) 

⑪ RITスイッチ

ONにするとメイン周波数に対して±9.99kHzまで

のシフト範囲の周波数が受信できます。

受信周波数はRIT/XITつまみで選びます。

⑫ XITスイッチ

ONにするとメイン周波数の±9.99kHzまでのシフ

ト範囲の周波数が送信できます。

送信周波数はRIT/XITつまみで選びます。

⑬ CLEARスイッチ

押すとRIT/XITつまみで動かしたシフト量はOにな

ります。

⑫ RIT/XITつまみ

RITスイッチやXITスイッチカ｛ONのときRIT/XIT

つまみを回すと、メイン周波数に対して

土9.99kHzまで周波数をシフトできます。

メモリースキャンの時は、スキャンスピードが変

えられます。（Cr43ページ、スキャンスピード）

RIT操作

田 RITスイッチをONにします。
図 RIT/XITつまみを回すと、メインで交
信中の局を保存したまま、± 9.99kHzま
での周波数を受信できます。

周波数ステップは IOHzですがFINEス
イッチをONにすると lHzステップにな
り、変化量がスローになります。

周波数のシフト幅はメイン表示の右横の
ディスプレイに表示されます。

-，：，’ c，，コ
ι’. ！.！’ι，l HZ 
600 宮00 I 000 
rirl1Jitlto11I 

その局に送信する場合は、 XITスイッチ
をONにします。送信周波数が受信周波数
に一致します。

RITのシフト周波数をメインの受信周波
数に加減算するにはCLEARスイッチを押
します。メインの受信周波数と一致する
のでシフト量はOになります。

CLEARスイッチを押しでもシフト周波数がメイン
の受信周波数に加減算されないようにできます。
(Cr 54ページ、電源ONによるメニュー操作とつま
み類MENUNo.68) 
この場合もCLEARスイッチを押すとシフト量はO
になります。

園 RITを解除するときは、 RITスイッチを
押します。

メインの周波数に戻ります。

XIT操作

田 XITスイッチをONにします。
図 RIT/XITつまみを回すと、メインで交
信中の局を保存したまま、送信周波数が

土9.99kHzまで変わります。

周波数ステップは lOHzですがFINEス
イッチをONにするとがlHzステップにな
り、変化量がスローになります。
周波数のシフト幅はメイン表示の右横の
ディスプレイに表示されます。

国 i;, Q’，：， 
!;J !Cl !..I > HZ 

目00 900 1000 

"''""'""I 

団 XITを解除するときは、 XITスイッチを
f甲します。

メインの周波数に戻ります。
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I オンエアーモニター川CE機能／フルモールス機能の操作とつまみ類 ｜ 

口
OFF 

000 
MONIスイッチをONにすると、送信中の信号をモ
ニターすることができます。

ご注意

送信出力にかかわらず一定の音量となります。
これはサブ受信機でのAGCが働くためです。

⑤ MONlcモニター）スイッチ

送信信号をモニターすることができます。 MONI

つまみで音量を調整できます。

⑩ MONlcモニター）つまみ

送信信号モニターの音量を調整するつまみです。

つまみは、押すと飛び出して、回せるようになり

ます。誤操作防止のため通常は押し込んでおいて

ください。

・本機のモニタ一回路は、従来のIF段でのモニ

ターと異なり、下図のように実際の運用周波数

でのモニターです。

ノイノョ主j言言店

マイクロホノ

サプ受信＂

•FMモードでは、クリッパ一回路を通ったあと

の信号をモニターしますので、過変調などの

チェックができます。

ANT 

マイクロホノ
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Jvo1cE機能｜
音声合成ユニット VS-2（別売）を取り付けると、

VOICEスイッチを押すとメインの受信周波数を音

声によって知ることができます。（TF-SET時は送

信周波数を音声によって知ることができます。）

また、電源投入時の機能設定状態のときは、メ

ニュー番号とその内容も音声で知らせます。発声

中にもう一度、 VOICEキーを押すと音声が止まり

ます。

付属のキーボードにあるVOICEキーでもご利用で

きます。

VS-2の取付方法は「音声合成ユニットVS-2の取り

付け」をお読みください。（86ページ）

⑨ VOICEcボイス）スイッチ

VOICEキーをf甲しなカまらPOWERスイッチをOFF/
ONにするとフルモー／レス機能がONになります。

再度、同じ動作をするとOFFになります。

〈う006。
｜フルモールス機能 l

フルモー／レス機能とは、キー動作をすると各キー
に対応したモールス符号を、ビープ音でスピーカ
から出力する機能です。
聴覚で操作を確認できます。

（例） ノてンドスイッチのときスピーカーから出力

されるモールス符号

バンド モールス符号の意味

1.8 IRS 

3.5 3R5 

7 7 

10 10 

14 14 

18 18 

21 21 

24.5 24 

28 28 

29 29 



その他の操作とつまみ類 ｜ 

ATTスイッチ

ATT 0 
6 
I 
＿，.....「 J
#1  I 『『色、〆 12

II I I II-18 
¥¥ I I ll <dB> 

AGCスイッチ

AUTO 
OFF , FAST 

Q_:::. -1111111 11 hiト SLOW

0 10 

② ATTcアyテネーター）スイッチ

入力信号を減衰させるスイッチです。

ATT o 
• 6 

r+『 J
#1 II r『弘 12 
ff I II I、ti..... 
ti I I II-18 
¥¥ I I // (dB) 

AIPスイッチ

非常に強力な信号を受信してひずみを生じている

場合や、目的の信号が強力な信号と近接している

ために妨害を受けている場合などに使用します。

目的の信号が最も良く受信できる位置にセットし

てください。

数字が大きいほど減衰量が増加します。

⑩ AGCスイッチ
Automatic Gain Control 

AGC回路の時定数切り換えスイッチです。

AGCー⑤－ KEY SPEED 

AUTO 
OFF -, - FAST 

0 10 

MENUキー

CLRキー SCANキー

一般的には次のように切り換えます。

AUTO: 各モードごとに設定した時定数に自動

的に切り替わります。（CF55ページ、電

源ONによるメニュー操作とつまみ類

MENU No.59) 

モード 初期設定

SSB SLOW 

cw FAST 

OFF : AGC回路を切ります。 Sメーターは振

れなくなります。

極めて弱い信号を受信する場合などは

OFFにします。

FAST: CWおよびデータ通信を受信する場合

や、同調つまみを速く回して選局する

場合に向いています。

MID : FASTとSLOWの中間の時定数です。

SLOW: SSBモードを受信する場合に向いてい

ます。

ご注意

1. FMモードでは、 AGCスイッチは動作しませ
ん。

2. DATAモードにしたときは、 AGCは自動的に
FASTになります。
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その他の操作とつまみ類 ｜ 

⑥ DIMcデイマー）スイッチ

ディスプレイパネルの照明を暗くするスイッチで

す。 MENUキーで照度の設定（30～ 70）ができます。

初期設定は50になっています。 （Cr53ページ、メ

ニューの操作とつまみ類MENUNo.02) 

⑫ Al PCAdvanc 

このスイッチをONにすると強い信号による妨害に

効果があります。

ご注意

ONの状態で約lOdBゲインが下がります。

⑩ MENUキー

メニュー機能を ONI OFFさせるキーです。
M.CH / VFO CHつまみで番号を選択し、 UP

/DOWNキーで内容を変更できます。

（ケ52ページ、 54ページ）

⑩ CLRcクリアー）キー

CLRキーには4つの異なる機能があります。

1.メモリー入力のやり直し

2.テンキーによる周波数入力のやり直し

3.メモリーチャンネルの消去

4.スキャンの解除

⑥ SCANキー

スキャン動作をONするキーです。
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⑧ RFCRFゲイン）つまみ

通常、このつまみは時計方向に回し切った状態で

使用します。

時計方向回し切りのとき、高周波増幅段の利得は

最大になります。

反時計方向に回すと、高周波増幅段の利得が減少

してゆきます。

信号を受信している場合、その信号によるSメー

ターの振れと、同じかやや少な目になるように調

整します。この場合でも、 Sメーターの指示は正し

い値を示します。こうすると、 cw信号などで符
号聞のノイズが少なくなります。

0 CLRキーとRX-SUBキーの使い方

二波同時受信およびサプ受信動作のときに使用

します。

RX._. SUBキーをt甲しますとメインとサ
ブ受信の周波数が入れ替わり、スプリツ

ト周波数の転送が交互にできます。

CLRキーをf甲しながら RX._.SUBキーを
押しますと、メインの周波数がサブへ転

送されます。サブ受信周波数をメイン周

波数と同じにできます。

(CT55ページ、 MENUNo.78) 



l キーボードの操作とつまみ類 ｜ 

①

③

④

 TF-SET 

② 

⑥ 

⑤ ⑦ 

KENWOOD R削
舟EMOTEFUNCTION KEYBOARD 

背面のKEYBORAD端子に接続して、本体の前面

にあるキーの一部を操作することができます。
操作が可能な機能は、 REC-1,REC・2,REC-
3,PLAY田l,PLAY-2,PLA Y-3CLR, TF-SET,QUICK 
MEMO (M.IN,MR),VOICE（別売の音声合成ユ
ニット（VS-2）が必要）です。

① CLR/TF-SETスイッチ

スイッチの位置によりキートップに表示し

である機能または、キートップ下部に表示
しである機能が有効になります。

② REC/PLAYスイッチ

スイッチがREC側ではキートップ下部表示
の REC-1,REC・2,REC・3が、 PLAY但日では
キートップ表示のPLAY-1,PLAY-2,PLAY-
3が有効になります。

③ PLAY-1/REC-l, PLAY-2/REC-2, 
PLAY-3/REC-3キー

cwキーイング符号文は、マイクロフォン
からの音声を録音、および録音した内容を
再生するのキーです。②のスイッチによ
り録音か再生になります。録音の場合は

キーを押している問、その押したキーの
チャンネルに録音されます。（IT22ページ、

46ページ、 47ページ）

カバー内部のキー

④ CLR/TF-SETキー

①のスイッチの位置によりキートップに
表示しであるCLRまたは、キートップ下部
表示のTE-SETを選択するキーです。

⑤ VOICE（ボイス）

本体のVOICE（ボイス）スイッチと同じ機能
です。

別売の音声合成ユニット（VS・2）を取り付けること
により表示周波数を音声で知ることができます。
また、録音された受信音の再生にも使用できま
す。

⑥ TF-SETキー

本体のTF-SETキーと同じ機能です。

CLR/TE-SETスイッチカヨCLR但日のときはTF-SET、
TF-SET側のときはCLRの機能となります。

⑦ QUICK MEMOキ一

本体のQUICKMEMOと同じ機能です。

• M.INキー
現在の運用状態を5CH、メモリーすることが
できます。

• MRキー
メモリーされたな内容を呼び出すキーです。
メモリーチャンネルの呼び出しはM.CH/VFO
CHつまみで行います。
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パソコンコントロール ｜ 

インターフェイスIF-232C（別売）をACClコネクタ

に接続することにより、外部のパソコンで以下の

コントロールができます。

詳しくは、コマンド解説書（別売）を用意しており

ます。お近くの当社サービスセンター、営業所に

ご請求ください。

パソコンでコントロールできる内容

送信／受信の切り換え

モデルナンバーの読み取り

モードの設定

メモリーの書き込み

メモリーチャンネルの読み出し

メモリーチャンネルの設定

メーター信号の出力

メーターの選択、メーター値の読み出し

マイクロホンのUP/DOWNのON/OFF

フィルターの選択

セットの動作状態の読み出し

サブトーン周波数の設定

XITスイッチのON/OFF

VOICEキーのON

VFOA, VFO B，メモリーの送信／受信の設定

VFOA, VFO BまたはSUBの周波数設定および読み出し

SLOPE TUNEの帯域幅の設定および読み出し

SCANのON/OFF

RITスイッチのON/OFF

RIT/XIT周波数のUP/DOWN

RIT/XITのクリアー

PITCHの設定

IFコマンドのON/OFF

F.LOCKキーのON/OFFおよび読み出し

AIPスイッチのON/OFF

VETの帯域幅の設定と読み出し

DATAモードのON/OFF

SUBのON/OFFとTF-WのON/OFF

DRSのC羽7メッセージの再生
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e ACClの端子接続表

書写 端子名 用 途

1 GND アース（信号線のGNDを接続
します。）

2 TXD トランシーノfーからコン
ビューターへシリアルデー

タを出力します。負論理で
出力します。

3 RXD コンビューターからトラン
シーパーへシリアルデータ

を入力します。負論理で入
力します。

4 CTS コンビューターからの入力
信号で、コンピューターが
送信データを受け入れない
とき、トランシーパーに対

し送信禁止のデータを、入
力します。正論理で出力し
ます。

5 RTS コンビューターへの出力信
号で、トランシーパーが受
信データを受け入れないと
き、コンビューターに対し
送信禁止のデータを、出力
します。正論理で出力しま
す。

6 NC 無配線



｜ 保守および調整

アフターサービス

回保証書→呆証書には必ず所定事項（ご購入店、
ご購入日）の記入および記載内容をお確かめ
の上、大切に保存してください。

図保証期間ーお買い上げの日より 1年間です。

正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生

じた場合は、お手数ですが製品に保証書を添え

て、お買い上げの販売店または当社サービスセ

ンター、営業所にご相談ください。保証書の規

定に従って修理いたします。

国保証期間経過後の修理についてはお買い上げの

販売店または当社サービスセンター、営業所に

ご相談ください。修理によって機能が維持でき

る場合にはお客様のご要望により有料で修理い

たします。

固アフターサービスについて、ご不明な点はお買

い上げの販売店または当社サービスセンタ一、

営業所にご遠慮、なくご相談ください。

故障とお考えになる前に

I [ セットのお手入れ
前面パネノレ、ケースなどが汚れた場合、シリコン
クロスまたは柔らかい布でからぶきしてくだ、さ
しユ。

』｝王意

1.電源からのノイズおよび静電気等により、各

キー操作を受付なくなったり、同調つまみを

回しても周波数が変化しなくなることがあり

ます。このようなときは、取扱説明書を読み

直し、それでも正常に動作しないときは、リ

セットをしてください。（36ページ、リセット

（初期化）を参照）
2. リセットをしますと、メモリーの内容は消去
され、メニューキーの設定は工場出荷時の状
態になりますので、あらかじめご了承くださ
L、。

次のような症状は故障ではありませんのでお確かめください。下表に従って処置しでもなおご不審な場合
は、当社サービスセンターにご相談くださしユ。

受信の場合

症状 原因 処置

POWERスイッチを入れでもラ ACコンセントへの差し込みが不 差し込みを完全にする。
ンプが点灯せず音も出ない。 完全

POWERスイッチを入れでも正 マイクロプロセッサーの誤動作 Aこ B（またはRX”A）キーをf甲しな
常に表示をしない。 がらPOWERスイッチをONにす

る。 A=Bのときは、全てのデー
タが初期されます。

POWERスイッチを入れると パックアップ用電池の寿命 36頁マイクロプロセッサーバツ
14MHz USBの表示をし、メモ クアップ用リチウム電池の項を
リーの内容が消去されている。 参照してください。

アンテナをつないでも信号が受 1スケノレチが動イ乍している。 1. SQLつまみを反時計方向に回
信できない。 す。
受信感度が低い。 2. ATTスイッチが入っている。 2. ATTスイッチをOdBにする。

3. REC/SENDスイッチカヨSEND 3. RECにする。
になっている。
4マイクロホンのPTTスイッチ 4.すみやかにPTTスイッチを受
が送信側になっている。 信側にする。
5. SSB SLOPE TUNEのつまみ 5.最大帯域にする。
位置不適当 HIGHつまみ：時計方向回し

切り
LOWつまみ ：反時計方向回

し切り
6. VBTのつまみ位置不適当 6.時計方向に回し切る。
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症状 原因 処置

アンテナをつないでも信号が受 RFつまみによって高周波回路の RFつまみを時計方向に回し切

信できずSメーターが振り切れ 利得を下げである。 る。

る。
信号がない場合でも Sメーター
が振れて、ある位置で止まって
いる。

信号を受信した場合、音になら MODEキーの設定が不適当 MODEキーを他のモードに変え
ない。 てみる。

RIT /XITつまみを動かしても周 RITスイッチまたはXITスイッチ RITスイッチまたはXITスイッチ

波数が変わらない。 カヨOFFとなっている。 をONにする。

SSBの受信音が極端にハイカッ SSB SLOPE TUNEのつまみ位置 最大帯域にする。
トまたはローカットになってい 不適当 HIGHつまみ：時計方向回し切
る。 り

LOWつまみ ：反時計方向回し
切り

1恥1HzUP/DOWNスイッチをf甲 F.LOCKキーカヨONになってい F.LOCKキーをOFFにする。
したり、同調つまみなどを回し る。
ても周波数が変化しない。

メモリースキャンカ3重力f乍しな メモリーチャンネルに何も入力 周波数などをメモリーする。
し〉。 されていない。

ご注意
1.次の周波数でビート音が聞こえる場合があります。これはセットの周波数構成によるもので故障
ではありません。
10.000MHz, 20.000MHz, 30.000MHz 
2.ハンディトランシーパーをセットにごく近づけると、ハンディトランシーパーから雑音が聞こえ
る場合があります。セットから離してお使いください。
3. POWERスイッチをOFFにするとファンモーターがしばらくの間回りますが、故障ではありませ
ん。

送信の場合

症状 原 因 処置

出力が出ない。 1.マイクロホン端子の差し込み 1.マイクロホンを確実に差し込

不良。 んでください。

2. MICつまみが絞ってある。 2. MICつまみを時計方向に回し
てください。

3.アンテナの接続不良。 3.アンテナを確実に接続してく
4. CARボリウムが最小になって ださしコ。
しユる 4. CARボリウムを調整する。

voxが働かない。 1. GAINつまみが反時計方向田 1. GAINつまみを回し、適当な
し切りになっている。 位置にする。

2. ANTIつまみの調整不良。 2. ANTIつまみを反時計方向に
回し調整する。

vox動作の場合、スピーカーの ANTIつまみの調整不良。 ANTIつまみを時計方向に回し
音でvoxが働いてしまう。 調整する。

リニアアンプが働かない。 1.背面パネルのスイッチがリニ 1.背面パネルのスイッチを切り

アアンプ使用に変更されてい 換える。（Cr83ページリニアア
ない。 ンプを接続したとき）
2. REMOTEコネクターの接続不 2.正しい接続に直す。（Cr8ペー
良。 ジ）
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症状 原 因 処置

変調がかからない。 DATAモードになっている。 DATAモードを解除する。

AM変調がかからない。 PROCスイッチカ！ONになってい PROCスイッチをOFFにする。
る。

調整

【ケースの取り外しと取り付け】

背面ノfネルのDSPコネクタを外し、上側ケースおよび下側ケースを取り付けているねじを外
します。

＼＼ 

勺

【サブシャーシの開け方】

ご注意
Lケースを取り外し、または取り付ける前に、必
ずPOWERスイッチをOFFにし、 AC電源コー
ドをコンセントから抜いてください。

2.内部の電源回路には約80Vの直流電圧が加わっ
ていますのでご注意ください。
3.ケースを取り付けるときに配線を傷っけないよ
うにしてくださしユ。

回 図のようにねじを外します。

図 背面のジャンパーピンを外します。

固 時計方向に聞きます。

ご注意

1.平らな場所で聞いてください。
2.配線を傷っけないようにしてください。
3.閉じるときに、指および配線を挟まないように
してください。
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キーダウンしてサイドトーンレベルが好みの
音量になるようにVR2を調整してください。

【サイドトーンの音量調整）

圏
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前面パネノレのMODEキーなどを押しながら、
好みの音量になるようにVRlを調整してくだ
さい。

【ビープ音の音量調整】

ユ000 し到し」

適当な変調入力になるようにVR5を調整してく
ださし」

固
にコ

仁二コ

亡二ゴ
仁二コ

【データ通信変調入力の調整】

「一一一一一－1

し一一一一一一ーI
「一一一一一寸「一一ー一一一－－寸
! II I 
I 11 I 
I II I 
I II I 
I II I 

L一一一一＿_JL一一一一一一一」

スイッチ（Sl)

移動局の免許を申請する場合、出力を50Wにパ
ワーダウンしなければなりません。
50Wにパワーダウンするには次の要領で行っ
てください。

田上側ケースを外します。

国ピンセットなどを使用して、

を切り換えます。

【50Wパワーダウンの方法】

…
 

1Q 
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【リニアアンプを接続したとき】

LINEAR AMP 

切りt奥えスイッチ

回 cwフルブレークインで静かに快適な運用
ができるように、出荷時は外部コントロー
ル用のリレーは動作しないようになってい

ます。コントロールリレーでリニアアンプ
をスタンパイさせるためには、背面パネル
のLINEARAMP切り換えスイッチをONに
してください。
図送信時にREMOTEコネクターの7番ピンに
は、約13.5V(lOmA MAX）の電圧がでます
ので、この電圧を利用して外部のリニアア
ンプをコントロールすることもできます。

リニアアンプを使用する場合は、付属の
DINプラグ（7ピン）をご利用ください。当社
のリニアアンプTL-922の接続は、リニアア
ンプに付属しているコントロールケーブル
を｛吏用してくださし）0

ご注意

機器の損傷を防止するために、 TL-922を使用する
場合は、 cwフルブレークイン運用はできません。

cwセミブレークインの信号の立ち上がり時間について

WI 

送受信の切り換えにリレーを使用しているリニ
アアンプ（TL-922など）を接続したとき、リニ
アアンプ内部の大型リレーは、キーを押して
から送信側の接点がオンになるまで、数lOmS

の時間がかかります。その問、トランシー
パーは無負荷で送信することになるため、プ

ロテクションが働き、 ALCメーターが振り切
れる場合があります。この場合は下記の方法で
信号の立ち上がり時間を遅らせてご使用くださ

信号の立ち上がり時間

セミブレークイン フルブレークイン

カットしないとき 約15mS 約15mS

カットしたとき 約30mS 約15mS
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【外部基準発振器を接続するとき】

精度の高い外部基準信号を入力（1Vp_p lOkHz) 
して周波数確度、周波数安定度をより高いもの
にします。

ご注意

1. EXT INPUT端子を使用するときは、
REFERENCE OSCILLATOR切り換えスイッチ
をEXT但4にしてください。
2. F.ADJトリマーは動かさないでください。
3.温度補償型水晶発振ユニットS0-2のSO/OSC切
り換えスイッチをoscにしてください。

REFERENCE OSCILLATOR 

切り換えスイッチ

SO/OSCスイッチをosc側にする

』

阪ヨ
【内蔵エレクト口ニックキーヤーと外部キーヤーを同時に使用するとき】
背面に接続するキーボードのジャツクは、ステレオタイプを使用していますが、下図ようになっています

t一一ー背面内部

ピペff：：：：ャ一入力
に一一工場出荷時

アース

3.5¢のステレオタイプのプラグとジャックを用意し、下図ような加工をすることにより、内蔵エレクトロ
ニツクキーヤーと外部キーヤーを同時に使用できます。

ご注意

点線内を加工する。

: 外部キーヤ－ ':': 

！ キーボード I r-*: 
• ' ' I 目

ラ l

イl
/1  

－ーーーーーーーーー幽『ー」

コネクタσ）CN26を拐［いて、 CN25
に移す。

r:= :JB, 

この変更をおこないますと、加工した3.5¢のステレオタイプのプラグをキーボードのジャックに差し込む
ときに一瞬送信状態になります。

加工した3.5ゆのステレオタイプのプラグを挿入するとき、ブレークイン操作をOFFにするか、 cwモード
以外のモードで、キーボードのジャックに挿入してくださしユ。
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作業を始める前に、必ずAC電源コードをコンセントから抜いてください。

SSBフィルターYG-455S・1の取り付け

【取り付け】

回トランシーパーの背面パネルのDSPコ

ネクタを外し、下ケースを外します。

図右下図のようにねじを外し、実装され

ているフィルターを耳又りタ十します。

固同じ場所にSSEフィルター（YG・455S・1)
を取り付け、ねじで固定します。向き

の指定はありません。

[4]下側ケースを元どおりに取り付け、
DSPコネクタを差し込みます。

ご注意

1. 指および配線を挟まないようにしてくださしユ。
2. 電源からのノイズおよび静電気等により、各キー操作を受付なくなったり、同調つまみを回しでも
周波数が変化しなくなることがあります。このようなときは、取扱説明書を読み直し、それでも正
常に動作しないときは、リセットをしてください。（36ページ、リセット（初期化）を参照）

3. リセットをしますと、メモリーの内容は消去され、メニューキーの設定は工場出荷時の状態になり

ますので、あらかじめご了承ください。

その他のフィルターの取り付け

【取り付け】

田トランシーパーの背面パネルのDSPコ

ネクタを外し、下ケースを外します。

図右図のように取り付ける場所のねじを

タ十します。

取り付
取り付けられるフィルターの名称

け位置

① YK-88CN-l 

③ YK-88SN-l 

④ YG-455CN-l 

YK・88CN・1は、実装されているYK-
88C・1を外し、同じ場所に取りつけま
す。

[3] フィルターを取り付け、ねじで固定し
ます。向きの指定はありません。
[4]下側ケースを元どおりに取り付け、
DSPコネクタを差し込みます。

ご注意

t旨および自己最泉を挟；まないようにしてください。
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｜ アクセサリー

【フィルター選択メニューの書き替え】

回 ENTキーを押しながらPOWERスイツ

チをONにします。
オプション設定メニュー番号（キ印は実装済み）

司ディスプレーにメニュー番号が表示さ

れます。

固 M.CH/VFOCHつまみで取り付けた
フィルターのメニュー番号を選択しま

す。

E記UP/DOWNスイッチでONに設定しま
す。

固 CLRキーまたはENTキーを押すと、書
き替えがされます。

ご注意

番号

01 

02* 

03 

04 

05* 

06本

1. 設定された内容はリセットすると初期値に戻ります。

オプションフィルター 帯域

YK-SSCN-1のON/OFF 270(Hz) 

YK-SSC-1のON/OFF 500(Hz) 

YK-SSSN-1のON/OFF l.8(kHz) 

YG-455CN-1のON/OFF 250(Hz) 

YG-455C-1のON/OFF 500(Hz) 

YK-107CのON/OFF 500(Hz) 

初期値

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

ON 

ON 

2. 電源からのノイズおよび静電気等により、各キー操作を受付なくなったり、同調つまみを回しでも
周波数が変化しなくなることがあります。このようなときは、取扱説明書を読み直し、それでも正
常に動作しないときは、リセットをしてください。（36ページ、リセット（初期化）を参照）
3. リセットをしますと、メモリーの内容は消去され、メニューキーの設定は工場出荷時の状態になり
ますので、あらかじめご了承ください。

デジタルレコーディングユニット（DRU・2)

の取り付け

回トランシーパーの上ケースを外しま
す。
[Z]右図のようにDRU-2からのコネクタを
挿入します。
圃線を挟まないようにDRU-2に付属のパ
インドねじで取り付けます。
[1J上ケースを元どおりに取り付けてくだ
さしユ。

ご注意

1. 指および配線を挟まないようにしてください。
2. 電源からのノイズおよび静電気等により、各キー操作を受付なくなったり、同調つまみを回しでも
周波数が変化しなくなることがあります。このようなときは、取扱説明書を読み直し、それでも正

常に動作しないときは、リセットをしてくださしユ。（36ページ、リセット（初期化）を参照）

3. リセットをしますと、メモリーの内容は消去され、メニューキーの設定は工場出荷時の状態になり

ますので、あらかじめご了承ください。

音声合成ユニッ卜（VS・2）の取り付け

回 トランシーパーの上ケースを外しま
す。

図右図のようにシャーシにある取り付け
位置にVS-2トこ付属のバインドねじ3本
で取り付けます。
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圏 8ピンコネクターをVS-2に差し込みま
す。

図上ケースを元どおりに取り付けてくだ
さし〉。

ご注意

1. 指および配線を挟まないようにしてください。
2. 電源からのノイズおよび静電気等により、各
キー操作を受付なくなったり、向調つまみを回
しでも周波数が変化しなくなることがありま
す。このようなときは、取扱説明書を読み直
し、それでも正常に動作しないときは、リセッ

トをしてくださし」（36ページ、リセット（初期
化）を参照）

3. リセットをしますと、メモリーの内容は消去さ

れ、メニューキーの設定は工場出荷時の状態に

なりますので、あらかじめご了承くださし，0

アクセサリ一一覧表

品 名 モデル

外部スピーカー SP-950 

マイクロホン MC-43S 

マイクロホン MC-60/SS 

マイクロホン Mじ80

マイクロホン Mじ85

マイクロホン MC-90 

ヘッドホン HS-5, HS-6 

スァーションモニター SM-230 

デジタルレコーディン
DRU-2 

グユニット

音声合成ユニット VS-2 

SSBフィルター YK-88SN-l, YG-455S-l 

cwフィルター YK-88CN-l,YG-455CN-l 

インターフェイス IF-232C 

リニアアンプ TL-922 

ご注意

備考

UP/DOWNスイッチ｛寸き、ハンドマイクロホン

UP/DOWNスイッチ付き、単一指向性ダイナミッ
ク型

UP/DOWNスイッチ付き、無指向性エレクトレツ
トコンデンサー型

UP/DOWNスイッチ付き、単一指向性エレクト
レットコンデンサー型

DSPの機能を発揮できるUP/DOWNスイッチ付
き、単一指向性ダイナミック型

コマンド解説書はお近くのサービスセンターまた
は営業所へお問い合せ下さい。

ブlレブレークイン運用はできません。

cwブイノレターYK・88CN-l,YG-455CN-lの組み合わせでは、狭帯域のフィ／レターを信号が通過すると
きに起きる遅延時間のため、フルブレークイン運用には適しません。この組み合わせの場合には、セ
ミブレークインでの運用をおすすめします。
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I 参考

申請書の書き方

本機は技適証明送受信機です。市販の申請書に、必要事頁をまちがいなく記入の上、申請してください。また、本

機の運用には、第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。

技適証明ラベルについて

技適証明ラベルは、本機の背面パネルに貼付されています。記号番号を、申請書の所定の欄に記入しま

す。

し一一＿＿＿）

I♀切符× l

申請書の記入例

・技術基準適合証明書発行願

2.送信機

送信機番号 技適証明送信機に貼られている技適証明ラベルの記号番号

第1送信機 KH006××××× 

第2送信機

第3送信機

第4送信機

第5送信機

第6送信機

第7送信機

第8送信機

88 

， i記号番号を記入



参考 ｜ 
・申請書及び工事設計書
希望する周波数、空中線電力、電波の型式

周波数帯 空中線電力 電波の型式 工事設計

1.9MHz帯 ※l Al 変更の種別

3.5MHz帯 ※1 Al A3 A3J 技術基準適合証明番号

3.8MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

7MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

10MHz帯 ※1 Al A3J 

14MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

18MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

21MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

24MHz帯 ※1 Al A3 A3J 

28MHz帯 ※1 Al A3 A3J F3 

終
右表の網かけ（仁三）の部分は、技術基準適
合証明送受信機での申請のときは、省略で 巨F'!又u 

きます。

したがって、付属装置付設により非技術基
戸詰tヰ

準適合証明送受信機として保証認定を申請
するときの記載例です。

申請に関する問い合わせ先

申請に関するお問合せは、下記にお願いします。

財団法人 日本アマチュア無線振興協会

干170 東京都豊島区巣鴨1丁目24番3号

佳代表（03)5395-3200 

監理部業務課（03)5395-3116～9 

発射可能な
電波の型式
周波数の範囲

変調の方式

定格出力

名称個数

電圧

送信空中線の型式

その他の工事設計

第1送信機

KHOOG××××× 

1.9MHz帯 Al
3.5MHz帯 A1 A3 A3J 
3.8MHz帯 AlA3 A3J 
7MHz帯 AlA3 A3J 
10 MHz帯 AlA3J 
14 MHz帯 AlA3 A3J 
18 MHz帯 AlA3 A3J 
21 MHz帯 AlA3 A3J 
24 MHz帯 AlA3 A3J 
28 MHz帯 A1 A3 A3J F3 

A3J平衡変調
F3 リアクタンス変調
A3低電力変調

※1 

MRF150 X 2 

48V 

※2 

電波法第3章に規定する条件
に合致している

89 



｜ 参考 ｜ 
本機により、 RTTY(RadioTeletype）およびパケット通信を申請する場合は、付属装置付設のため非技術基準
適合証明送受信機としての取り扱いになります。

したがって、工事設計書の記載省略ができません。前のページにある表の網かけした部分の記載例を参考にして記
入して下さい。また、保証認定願いの裏面にある 5.送信機の付属装置の表に、名称、方式、規格、備考（注）を記入
して下さし〉。

RTTYの申請方法

電波の型式欄にはFlを追加記入してください。ただし、 1.9MHz帯ではRTTYは許可されません0

・諸元記載例

5 .送信機の付属装置

名称 方式、規格 備考（注）

RTTY装置 方式 : FSK方式 第O送信機
通信速度 : 45.5ボー
符号構成 : 5単位RTTY符号
備移周波数： 170Hz

（注）付属装置を付設している第5欄（表面）の送信機番号を記入してください。

パケット通信の申請方法

SSBモードを使用するときはFl,FMモードを使用するときはF2を電波の型式欄に追加記入してください。
ただし、 Flは1.9MHz帯では許可されません。 F2も1.9～21MHz帯では許可されません。

圏諸元記載例
5.送信機の付属装置

付加装置の名称 規格 備考（注）

TNC装置 方式 : AFSK方式 第O送信機
通信速度 : (Fl) 300ボー

: (F2) 1200ボー
副搬送波周波数：（Fl) 2210Hz 

または1700Hz
: (F2) 1700Hz 

符号構成 : AX.25プロトコル準拠
偏移周波数 : (Fl) ± lOOHz 

(F2）土500Hz

（注）付属装置を付設している第5欄（表面）の送信機番号を記入してください。

ご注意・副搬送波周波数は、 TNC装置によって異なります。使用するTNC装置の諸元を確認してご記入くださし＇ o
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ご注意

ト 定格 ｜ 
1. JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。

2.定格は技術開発に伴い変更することがあります。

仕様 区分 IOOW設定 sow設定

電波型式
A3J(LSB, USB), Al(CW), A3(AM), F3(FM) 

Fl(FSK) (Flを運用する場合は、外部装置が必要です。）

メモリーチャンネノレ数 100 

アンテナインピーダンス
500 

アンテナチューナー使用時20～1500（送信のみ）

電源電圧 AClOOV士10% 50/60Hz 

日支
受信（無信号時） 110W 

消費電力
送信（最大） 670W 570W 

仕
使用温度範囲 -10℃～＋50℃ 

様
周波数安定度（－l0°C～＋50℃において） ±0.5×10-6以内

周波数確度（室温において） 土0.5×10・6以内

寸法（幅×高さ×奥行き） 402×141×400mm 
）内は突起物を含む (409×154×446mm) 

重量 約23kg

1.9MHz帯 1.9075 ～ 1.9125 MHz 
3.5MHz帯 3.5 ～ 3.575 MHz 
3.8MHz帯 3.791 ～ 3.805 MHz 
7MHz帯 7.0 ～ 7.1 MHz 
10MHz帯 10.1 ～ 10.15 MHz 

送信周波数範囲 14MHz帯 14.0 ～ 14.35 MHz 
18MHz帯 18.068 ～ 18.168 MHz 
21MHz帯 21.0 ～ 21.45 MHz 
24MHz帯 24.89 ～ 24.99 MHz 
28MHz帯 28.0 ～ 29.7 MHz 

送
MAX lOOW 50羽「

SSB,CW 
｛言 定格出力 FM 

(AUTO/THRU 
MIN 20W以下 20W以下

スイッチは 1.9～28MHz 昔日 THRUの位置）
MAX 25W 12.5W 

AM  

MIN 5W以下 5W以下

SSB 平衡変調

変調方式 FM リアクタンス変調

AM  低電力変調

スプリアス発射強度 -40dB以下

搬送波抑圧比（変調周波数l.5kHz) 50dB以上

不要側波帯抑圧比（変調周波数l.5kHz) 60dB以上
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仕様 区分 100W設定 50W設定

最大周波数偏移（FM) ±5kHz以下
送

信
送信周波数特性（SSB) 100～3100Hz（最大）

昔日
XIT可変範囲 ±9.99kHz 

マイクロホンインピーグFンス 2500.～6000. 

SSB,CW, AM  クオードプルコンパージョン方式

受信方式
メイン

FM トリプルコンパージョン方式

サブ SSB,CW ダブルコンパージョン方式

受信周波数範囲 lOOkHz～30MHz 

メイン 第1:73.05MHz，第2:8.83MHz，第3目455kHz，第4:lOOkHz 
中間周波数

サブ 第l目40.055MHz，第2: 10.695MHz 

lOOkHz～150kHz 8dBμ(2.5μ V）以下

SSB,CW 
150kHz～490kHz OdBμ(lμV）以下(lOdB 

S+N/N) 490kHz～1.62MHz 12dBμ(4μ V）以下

1.62MHz～30MHz 一14dBμ(0.2μV）以下
感度

lOOkHz～150kHz 28dBμ(25μ V）以下

AM  
150kHz～490kHz 20dBμ(lOμ V）以下

(lOdB 

S+N/N) 490kHz～1.62MHz 30dBμ(32μ V）以下

z一民s単－ 
1.62MHz～30MHz 6dBμ(2.0μ V）以下

FM 28MHz～30MHz -6dBμ(0.5μ V）以下(12dB SIN AD) 

信 SSB -6dB:2.4kHz, -60dB:3.8kHz 

AM  -6dB:6kHz, -50dB:15kHz 

部 選択度 CW(W) 6dB:400Hz 
-60dB:900Hz 

Fおf 6dB:12kHz, -60dB:24kHz 

イメージ妨害比（メイン受信部） 80dB以上（1.8～30MHz)

第1中間周波妨害比 70dB以上（1.8～30MHz)

ノッチフィノレター減衰量 45dB以上

RIT可変範囲 ±9.99kHz 

lOOkHz～150kHz 16dBμ(6.3μ V）以下

150kHz～490kHz 8dBμ(2.5μ V）以下

スケルチ SSB,CW,AM 490kHz～1.62MHz 20dBμ(lOμ V）以下
感度

1.62MHz～30MHz -6dBμ(0.5μ V）以下

FM 28MHz～30MHz -lOdBμ(0.32μ V）以下

低周波出力 1.5W(8D、10%ひずみ時）

低周波負荷インピーダンス 80. 
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電波障害について ｜ 

電波を発射する前に 日本アマチュア無線工業会

(JAIA) 

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の

周波数があり運用されています。これらの無線局

の至近距離で電波を発射するとアマチュア局が電

波法令を満足していても、不測の電波障害が発生

することがあり、移動運用の際は十分ご注意くだ

さし〉。特に次の場所での運用は原則として行わず

必要な場合は管理者の承認を得るようにしましょ

っ。
民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、業

務用無線局及び中継局周辺等。

参考 無線局運用規則第9章アマチュア局の

運用（発射の制限等） 第258条

アマチュア局は自局の発射する電波が

他の無線局の運用文は放送の受信時に支

障を与え若しくは与えるおそれがあると

きは、すみやかに当該周波数による電波

の発射を中止しなければならない。

以下略

アマチュア無線局は、自局の発射する電波がテ

レビやラジオ、ステレオの受信や再生に障害を与

えたり、障害を受けている旨の連絡を受けた場合

は、電波法（運用規則258条）に従ってただちに電波

の発射を中止し障害の有無および程度を確認して

ください。

障害が自局の電波によるものであると確認され

た場合、送信側の原因か受信側の原因か大体の見

極めをつけるにはかなりの専門的知識を要する場

合もありますので、次のようにして処置を取られ

るのも一方法と思います。

．送信機が寄生振動などの異常動作をしている場

合、最寄りの当社通信機サービス窓口に修理を

お申しつけくださるようお願いします。

．受信側に原因がある場合、その対策は単に技術

的な問題に止まらず、ご近所との交際上なかな

か難しい場合が見受けられます。従って、この

ような場合も総合してアマチュア局による電波

障害問題の対策と障害防止について、日本アマ

チュア無線連盟(JARL）の監査指導員または

JARL事務局に相談されると良い結果が得られ

ると思われます。なお、 JARLではアマチュア

局の電波障害対策の手引きとして「TVI・ステレ

オI対策ノートJ（有料）を用意しております。
日本アマチュア無線連盟

干170 東京都豊島区巣鴨1-14-2

ff(03)394 7-8221（代）
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